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八女市合併10周年・「いわいの郷」開館5周
年記念事業　磐井に迫る
11月8日日は八女市長選挙の投票日です

「健診」を健康生活に生かしましょう
令和元年度決算状況

世界へ羽ばたけ
（関連記事は17ページ、23ページ）

　2021年東京オリ
ンピックで正式種

目となるBMXフリ
ースタイ

ル・パーク。八幡小
の松本翔海さん、弥

隼さん兄弟は、世界
で輝く

ライダーを目指して
日々練習に励んで

います。（写真は翔
海さん）

動画はこちら

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

※BMX･･･Bicycle Motocross（バイシクルモトクロス）の略
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八
女
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た

石
製
表
飾
品
（
石
人
・
石
馬
）

の
展
示
や
、
熊
本
県
・
佐
賀
県

な
ど
の
他
の
古
墳
か
ら
出
土
し

た
石
製
表
飾
品
を
展
示
し
、
表

現
の
違
い
や
独
自
性
を
比
較
し

な
が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
「
い
わ
い
の
郷
」

で
初
公
開
と
な
る
「
子
負
い
の

女
性
石
人
（
八
女
市
指
定
文

化
財
）」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

八女市合併10周年記念事業

八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
「
い
わ
い
の
郷
」
開
館
５
周
年
記
念

10th
Anniversary

　
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
「
い
わ
い
の

郷
」
は
平
成
27
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、

こ
れ
ま
で
約
12
万
５
千
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
開
館
５
周
年
を
記
念
し
た
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、古
代
史
フ
ァ
ン
や
地
域
の
人
、

関
係
者
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
。
岩
戸
山

古
墳
を
築
造
し
た
と
さ
れ
る
6
世
紀
前
半

の
筑
紫
の
大
豪
族
磐
井
を
テ
ー
マ
に
専
門

家
た
ち
が
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
の
中
で
三
田
村
市
長
は
「
無

事
開
館
５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
全
国
か
ら
来
館
さ
れ
る
皆
さ
ま
や

地
域
の
皆
さ
ま
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
い
わ
い
の
郷
が
八

女
市
固
有
の
歴
史
と
交
流
を
融
合
し
、
伝

統
を
生
か
し
た
活
気
あ
ふ
れ
る
施
設
と
し

て
多
く
の
皆
さ
ま
に
末
永
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
女
市
と
歴
史
的
に
深
い
つ
な

が
り
の
あ
る
、
大
阪
府
の
濱
田
高
槻
市
長

を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
濱
田
市
長
は

「
平
成
28
年
に
開
館
5
周
年
を
迎
え
た
今

城
塚
古
代
歴
史
館
の
式
典
に
、
三
田
村
市

長
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
交
流

が
は
じ
ま
り
、
来
る
た
び
に
伝
統
工
芸
の

素
晴
ら
し
さ
や
歴
史
の
深
さ
に
感
銘
を
受

け
ま
す
。
八
女
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

し
、
今
後
も
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
峰
小
６
年
生
児
童
に

よ
る
「
磐
井
の
譜
」
の
合
唱
が
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
り
、
九
州
大
学
名
誉
教
授
の
西

谷
正
さ
ん
や
、
九
州
歴
史
資
料
館
参
事
補

佐
松
川
博
一
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
石
山
勲
さ
ん
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
西
谷
さ
ん
、

松
川
さ
ん
に
加
え
て
両
市
長
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

専
門
家
た
ち
の
見
解
に
聞
き
入
り
、
古
墳

時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
会
場
は
マ
ス
ク
着
用
、
入
場
時
の
検
温
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
設
置
と
い
っ
た
感
染

症
対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

◦問い合わせ＝岩戸山
歴史文化交流館「いわ
いの郷」（☎ 24・3200）

　

石
製
表
飾
品
の
変
遷

　
～
盛
期
か
ら
衰
退
期
ま
で
～

　
八
女
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業
・
八
女
市
岩
戸
山
歴
文
化
交
流
館
「
い
わ
い
の
郷
」
開

館
５
周
年
記
念
と
し
て
基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
磐
井
に
迫
る
」
が
10
月
17
日
㈯
、

同
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

長峰小6年生による合唱
11月29日日
まで開催！

シンポジウムは、磐井・継体大王両雄の人物像に迫りました。右から《パネリスト》松川博一さん、西谷正さん、
濱田高槻市長、三田村市長《コーディネーター》石山勲さん
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高槻市 DATA
◦人口=351,133 人

（令和 2 年 9 月時点）
◦総面積＝105.29㎢
◦特産品＝地酒・トマ
ト・しろうりなど
◦観光地＝安満遺跡公園・高槻城跡・
摂津峡・いましろ大王の杜など

　
八
女
市
と
高
槻
市
は
、
歴
史

の
糸
で
つ
な
が
れ
て
い
ま
す
。
岩

戸
山
古
墳
を
築
造
し
た
と
さ
れ

る
筑
紫
の
大
豪
族
と
、
高
槻
市

の
今
城
塚
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た

「
継け
い

体た
い

大だ
い

王お
う
」。
両
雄
は
西
暦
５

２
７
年
に
「
磐
井
の
乱
」
に
て
対

峙
し
、
磐
井
率
い
る
北
部
九
州

連
合
軍
の
敗
北
に
よ
り
戦
い
の

幕
を
閉
じ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
開
催
さ
れ
た
高

槻
市
立
今
城
塚
古
代
歴
史
館
の

開
館
５
周
年
記
念
式
典
に
八
女

市
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、

１
５
０
０
年
ぶ
り
に
歴
史
的
和

解
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
2
月
に
八
女
市
は
大
阪

府
高
槻
市
と
包
括
連
携
協
定
の

締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。
両
市

長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
歴
史

文
化
・
観
光
振
興
・
災
害
時
相

互
応
援
等
の
分
野
で
両
市
の
連

携
を
進
め
て
い
ま
す
。

大阪府高槻市との歩み

高
槻
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
に
た
ん

　

岩
戸
山
古
墳
は
、
地
域
の
保
存

会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
本
日
長
峰
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
が
「
磐
井
の
譜
」

を
合
唱
し
、
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ

と
に
誇
り
を
持
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
私
は
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、

歴
史
の
重
み
が
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
高
槻

市
と
も
、こ
の
悠
久
の
歴
史
に
よ
っ

て
、
お
互
い
が
交
流
し
、
災
害
時

に
は
助
け
合
う
包
括
連
携
協
定
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
き

な
宝
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
両
市
は
１
５
０
０
年
前
か
ら
縁
が
深
い
」

濱
田
剛
史  

高
槻
市
長　

「
歴
史
の
重
み
は
自
治
体
の
大
き
な
財
産
」

三
田
村
統
之  

八
女
市
長　

　

今
城
塚
古
墳
は
高
槻
市
の
歴

史
遺
産
の
シ
ン
ボ
ル
。
古
代
の
戦

い
で
磐
井
と
継
体
大
王
は
戦
い
ま

し
た
。
葬
ら
れ
た
お
墓
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
事
例
は
岩
戸
山
古

墳
と
今
城
塚
古
墳
で
あ
り
、
両

市
と
も
博
物
館
施
設
も
同
じ
時

期
に
建
設
し
ま
し
た
。
１
５
０
０

年
前
か
ら
縁
の
深
い
両
市
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
歴
史
遺
産
を
学
び
な

が
ら
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

基
調
講
演
①

「
磐
井
に
迫
る
」

西
谷
　
正
さ
ん

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）

基
調
講
演
②

「
ヤ
マ
ト
王
権
と

筑
紫
君
」

松
川
博
一
さ
ん

（
九
州
歴
史
資
料
館
参
事

補
佐
）

　

５
世
紀
中
頃
、
地
方
の
豪
族
が
大

王
に
出
仕
し
て
い
て
、
磐
井
は
大
王

に
仕
え
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
岩
戸

山
古
墳
別
区
の
裁
判
の
様
子
は
、
磐

井
が
中
央
政
権
に
出
仕
し
て
い
た
と

き
、
裁
判
官
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
古
事
記
に
は
、
磐
井
の
乱

は
、
磐
井
が
継
体
大
王
の
命
に
従
わ

ず
に
物
部
荒
甲
の
大
連
、
大
伴
金
村

の
連
に
殺
さ
れ
た
と
記
し
て
あ
り
ま

す
。
当
時
、
中
央
政
権
に
と
っ
て
磐

井
の
乱
が
い
か
に
大
き
な
出
来
事
で

あ
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

今
城
塚
型
古
墳
と
同
じ
よ
う
な

設
計
の
古
墳
が
各
地
に
分
布
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
列
島
各
地

の
有
力
豪
族
が
継
体
大
王
を
擁
立
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
私

は
、
摂
津
を
中
心
と
す
る
三
島
王
権

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
三

島
王
権
の
６
世
紀
前
半
の
継
体
大
王

の
時
代
、
対
外
的
な
外
務
大
臣
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
磐

井
で
は
な
い
か
。
国
際
状
況
に
詳
し

い
磐
井
は
、
独
自
の
外
交
に
よ
っ
て

新
羅
に
攻
め
る
の
を
断
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
れ
が
磐
井
の
乱
の
実
像

で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ま
す
。

基
調
講
演
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投票所名 投票会場 投票時間
第  1投票所 福島小学校体育館

７時～
20時

第  2投票所 市民会館交流室Ａ（おりなす八女）

第  3投票所 長峰小学校体育館

第  4投票所 総合体育館研修室

第  5投票所 上妻小学校体育館

第  6投票所 三河小学校体育館

第  7投票所 八幡小学校体育館

第  8投票所 川崎小学校体育館

第  9投票所 忠見小学校体育館

第10投票所 岡山小学校体育館

第11投票所 西中学校体育館

第12投票所 農業活性化センター

７時～
19時

第13投票所 研修センター（発心）

第14投票所 黒木地域交流センター（ふじの里）

第15投票所 豊岡コミュニティセンター

第16投票所 串毛コミュニティセンター

第17投票所 木屋農村環境改善センター

第18投票所 笠原集会所

第19投票所 大淵体験交流施設多目的室
（げんき館おおぶち）

第20投票所 立花市民センターイベントホール ７時～
20時第21投票所 筑南小学校体育館

第22投票所 白木コミュニティセンター

７時～
19時

第23投票所 上辺春体育館（旧上辺春小）

第24投票所 矢部公民館

第25投票所 星野行政福祉センター大集会室

※投票日には、投票所入場券に記載された投票所でしか投票できません。
投票日（11月8日）の投票所と投票時間

◦投票日当日（記号式） ◦期日前投票および不在者投票（記名式）※点字投票は記名式投票です

八
女
市
長
選
挙
投
票

八
女 

太
郎

福
島 

次
郎

八
女
市
長
選
挙
投
票

八
女 

太
郎

福
島 

次
郎

八
女
市
長
選
挙
投
票

福
島 

次
郎

八
女
市
長
選
挙
投
票

福
島 

次
郎
!

が
ん
ば
れ
！

42020.11.1　広報八女

【市長選挙の投票日における投票】
　市の条例で「記号式投票」で行うよう決め
られています。投票用紙に候補者の氏名があ
らかじめ印刷されていますので、投票しようと
する候補者の氏名の上の欄に「○」を書いてく
ださい。「○」の他は何も書かないでください。

【期日前投票および不在者投票】
　候補者の氏名を書いていただくことになりま
す。この場合は、候補者の氏名だけをお書きく
ださい。

選挙は、私たちの意思を政治
に反映させる大切な機会です。
また、私たちが主権者として
政治に参加する唯一の機会で
もあります。これからの市政を
任せられる人を自分自身の判断で悔いの
ないように選びましょう。

11 月 8 日日は
八女市長選挙の
投票日です

◦日時＝ 11 月 8 日㈰ 21 時 15 分～
◦場所＝八女市総合体育館２階球技場
※開票の状況を、市のホームページお
よびＦＭ八女でお知らせします。

⃝問い合わせ＝八女市選挙管理委
  員会（総務課内）☎ 23・1224

※新型コロナウイルス感染防止のため、マスク着用でご来場ください。

投票方法について（下図参照）

即日開票

みんなの
一票

大切に！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
市
独
自
事
業
者

支
援
策
の
概
要
お
よ
び
申
請
期
限
に
つ
い
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

①
【
が
ん
ば
る
バ
イ
八
女
応
援
金
】

⃝

支
給
対
象
者
＝
八
女
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
法

人
、
個
人
事
業
者
。
法
人
格
を
有
す
る
農
業
法
人
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
医
療
法
人
、
福
祉
法
人
等
も
申
請
可
能
で

す
。

⃝

給
付
額
＝
１
事
業
者
に
つ
き
10
万
円

②
【
が
ん
ば
る
バ
イ
八
女
事
業
所
家
賃
支
援
金
】

⃝
支
給
対
象
者
＝
が
ん
ば
る
バ
イ
八
女
応
援
金
の
受

給
者
で
、
営
業
所
や
店
舗
等
を
八
女
市
内
で
賃
借
し

て
い
る
法
人
、
個
人
事
業
者
。

⃝

給
付
額
＝
１
事
業
者
に
つ
き
４
万
円

⃝

申
請
期
限
（
①
②
）
＝

▽
第
１
次
締
切
＝
令
和
２
年
８
月
14
日
㈮

▽
第
２
次
締
切
＝
令
和
２
年
12
月
11
日
㈮

▽
最
終
締
切
＝
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬

※
応
援
金
等
の
受
給
に
関
す
る
詳
し
い
要
件
や
必
要

書
類
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
本

支
所
に
設
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
商
工
振
興
課
（
☎
２
３・１
１
８
９
）

　

ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
～
る
」

で
は
、
次
の
機
能
が
利
用
で
き
ま
す
。

▽
ご
み
の
収
集
日
の
確
認

▽
ご
み
の
分
別
方
法
の
検
索

▽
市
か
ら
の
ご
み
に
関
す
る
お
知
ら

せ
の
受
け
取
り
等

※
ア
プ
リ
は
全
て
の
機
能
を
無
料
で

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
通
信
料
は

利
用
者
負
担
）

◦
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法
＝
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
用
し
、
各
ア
プ
リ
ス
ト
ア

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

（
パ
ソ
コ
ン
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２
３
・

１
４
６
２
）

申請は申請は
お済みお済み

ですか？ですか？

iPhone を
利用の人

Android を
利用の人

妊
産
婦
応
援
金
の

お
知
ら
せ

「
が
ん
ば
る
バ
イ
八
女
応
援
金
」

「
が
ん
ば
る
バ
イ
八
女
事
業
所
家
賃

支
援
金
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
不
安
を
抱
え

て
い
る
妊
産
婦
が
、
安
心
し
て

出
産
と
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
た
め
、「
八
女
市
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

妊
産
婦
応
援
金
」（「
妊
産
婦
応

援
金
」
以
下
同
じ
）
を
給
付
し

ま
す
。

⃝

対
象
者
＝
妊
産
婦
応
援
金
の

支
給
対
象
者
は
、
①
②
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人
で
す
。

①
令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間

に
母
子
健
康
手
帳
を
保
有
し
て

い
る
妊
婦
の
人
（
当
該
期
間
中

に
、
す
で
に
出
産
し
た
人
も
含

み
ま
す
）

②
妊
産
婦
応
援
金
の
申
請
日
に

お
い
て
八
女
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
。
た

だ
し
、
申
請
日
に
お
い
て
す
で

に
出
産
し
た
人
に
あ
っ
て
は
、

出
産
時
に
お
い
て
も
八
女
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
。

⃝

妊
産
婦
応
援
金
＝
妊
産
婦
一

人
に
つ
き
５
万
円

⃝

妊
産
婦
応
援
金
を
受
給
す
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

①
９
月
30
日
ま
で
に
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

に
は
、「
申
請
の
お
知
ら
せ
」
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

②
10
月
１
日
以
降
妊
娠
の
届
出

を
八
女
市
に
す
る
人
に
は
、
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
に
「
申
請

の
お
知
ら
せ
」
を
お
渡
し
し
ま

す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援

課
こ
ど
も
未
来
係
（
☎
２
４
・

８
８
１
４
／
２
４
・
８
２
８
２
）

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

八
女
市
独
自
支
援

八
女
市
独
自
支
援

ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」の
配

信
を
開
始
し
ま
し
た



62020.11.1  広報八女

　

自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
い
っ

て
も
、
か
ら
だ
の
中
は
変
化
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
定
健

診
の
血
液
検
査
は
、
自
分
の
体
に

起
こ
っ
て
い
る
病
気
の
兆
候
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
継
続
し
て

受
診
す
る
こ
と
で
、
数
年
か
け
て

変
化
す
る
か
ら
だ
の
状
態
が
わ
か

り
ま
す
。

　

血
管
が
つ
ま
っ
た
り
、
や
ぶ
れ

た
り
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
脳
卒

中
、
心
筋
梗
塞
、
腎
臓
病
、
糖
尿

病
合
併
症
、
認
知
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て

進
行
し
ま
す
。
血
管
は
痛
み
を
感

じ
な
い
の
で
、
高
血
圧
、
高
血
糖
、

脂
質
異
常
、
高
尿
酸
な
ど
血
管
を

痛
め
て
い
る
状
態
が
続
い
て
も
最

初
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
覚
症
状
が
現
れ
る
頃
に
は
動

脈
硬
化
が
進
行
し
、
す
で
に
健
康

障
害
を
起
こ
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
な
る
と
治

療
に
は
時
間
も
医
療
費
も
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
ま

し
て
要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
で

今
ま
で
の
生
活
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

態
に
な
る
前
に
、
特
定
健
診
を
受

け
て
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
の
結
果
に
よ
り
、「
動
機

づ
け
支
援
」「
積
極
的
支
援
」
の

該
当
と
な
る
人
は
、
特
定
保
健
指

導
を
受
け
る
ま
で
が
特
定
健
診
の

流
れ
と
な
り
ま
す
。対
象
者
に
は
、

市
か
ら
通
知
が
届
き
ま
す
。
特
定

保
健
指
導
で
は
、
検
査
結
果
の
見

方
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
事
の
と
り
方
や
運
動
の
方
法
な

ど
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
が
３
か
月
～
６
か
月
の
期
間

支
援
し
ま
す
。

　
「
生
活
改
善
し
な
い
と
い
け
な

い
と
わ
か
っ
て
は
い
る
け
ど
、
何

が
自
分
に
と
っ
て
効
果
的
な
や
り

方
な
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
分

だ
け
で
実
行
し
て
い
て
も
、
な
か

な
か
続
か
な
い
」
な
ど
改
善
の
方

法
が
わ
か
ら
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
特

定
保
健
指
導
を
活
用
し
て
一
緒
に

生
活
習
慣
を
改
善
し
健
康
な
生
活

を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

特
定
保
健
指
導
以
外
で
も
検

査
値
が
高
い
人
に
は
、
生
活
習
慣

病
の
重
症
化
予
防
と
し
て
の
保
健

指
導
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
が
ん
検
診
を
受
診
し

た
後
に
、
検
診
結
果
で
精
密
検
査

の
紹
介
状
が
届
い
た
人
は
早
め
の

受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。
が
ん
以

外
の
他
の
病
気
が
見
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期

治
療
を
し
ま
し
ょ
う
。

まだまだ間に合う！
「健診」は八女市健
康ポイントの対象
事業です！

「
特
定
健
診
」
を
毎
年
受
診
し
て
い
ま
す
か
？
「
去
年
受
け
た
か
ら
」

「
面
倒
く
さ
い
か
ら
」「
自
分
は
健
康
だ
か
ら
」
と
決
め
つ
け
ず
、
毎

年
か
か
さ
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
健
診
は
、
受
け
る
こ
と
が
目
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
結
果
か
ら
自
分
の
体
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
、
自
分
の
体
に
応
じ
た
治
療
や
生
活
習
慣
を
選
択
す
る
こ

と
が
、
あ
な
た
の
体
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

受
け
て

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
生
活

習
慣
病
は
進
行
し
て
い
ま
す

「
特
定
保
健
指
導
」
ま
で
が

特
定
健
診
で
す

あなたの受けられる健（検）診をチェック

20～39歳

加入保険
関係なし

後期高齢者
医療保険加
入者

20歳代・３０
歳代健診（特
定健診と同じ
内容）1,000円

女性は
子宮頸が
ん検診

がん検診・
肝炎ウイ
ルス検査

がん検診・
肝炎ウイ
ルス検査

特定健診
500円

がん検診・
肝炎ウイ
ルス検査

県後期高
齢者医療
広域連合
が実施す
る健診

八
女
市
国
民
健
康

保
険
加
入
者

八
女
市
国
民
健
康
保

険
以
外
の
加
入
者

40～74歳 75歳以上

タイプA

タイプB タイプC

タイプD

＋ ＋ ＋

「
健
診
」を 

健
康
生
活

に
生
か
し
ま
し
ょ
う
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　矢部診療所は、へき地における地域
医療を守るために八女市が運営してい
る診療所です。平成 19 年に旧矢部村
が開設し、八女市が引継いで現在に至っ
ています。
　医師は、福岡県から派遣された自治
医科大学（※）卒業の上村亮介医師（写
真）が今年４月１日から着任していま
す。着任後は、通常の診療を行いながら、
新型コロナウイルス感染症対策のため、
診療所内における疑い患者に対する診
療指針を定め、診療所内の感染対策を
行うとともに、地域住民に対して感染
対策を呼び掛け、地元の観光施設の感
染対策の助言を行うなど、地域とのつ
ながりを重視した活動を行っています。
　※自治医科大学は、医療に恵まれないへき
地等における医療の確保向上および地域
住民の福祉の増進を図るため、医の倫理
に徹し、かつ高度な臨床的実力を有する
医師を養成することを目的として、全国の
都道府県が共同で出資している大学です。

　会場入り口で検温、問診、手指消毒を行うなど、新型
コロナウイルス感染防止対策を行いながら、健（検）診
を行っています。下記の会場にはまだ空きがあります。
定員に達し次第締め切りますので、早めにご予約ください。

会　場 追加健診日程
黒木地域交流センターふじの里 12 月 5 日㈯
立花市民センター 12 月 6 日㈰ レディースデイ
おりなす八女 1 月 18 日㈪
おりなす八女 2 月 1 日㈪ さらに追加健診！

ま
だ
間
に
合
う
！

健
（
検
）
診
の
予
約

予約専用電話☎ 23・1167 ／☎ 24・9039
8 時 30 分～ 17 時 15 分（平日）水曜日のみ 19 時まで

　個別の医療機関で健（検）診が受けられるのは、
11 月 30 日㈪までです。お早めに受診ください。
希望の際は、直接医療機関に予約をお願いします。

各地区での健（検）診

個別医療機関での健（検）診

２０代・３０代健（検）診

　若い世代から健康意識を高め、早期の生活習慣病を
予防するために 20 歳代・30 歳代健診を実施しています。
◦実施期間＝11月30日㈪まで※各地区での健診につい
ては健診日程をご覧ください。
◦対象者＝ 20 歳～ 39 歳の人（昭和 56 年 4 月1日～

平成 13 年 3 月31日生まれ）
◦予約先＝①新やなぎ健診クリニック（☎
23・6977）※受診日の 15 日前までにご
予約ください
②上記予約専用電話からご予約ください。
※健（検）診項目等詳しい内容は、６月1
日号の広報八女と一緒に配布している「令
和２年度住民健診ガイド本」をご覧くださ
い。

　携帯電話やパソコンから 24 時間いつ
でも各地区での健診の予約ができます。
ＱＲコードまたは http://yame.city-hc.
jp/ からアクセスしてください。

24 時間対応のＷＥＢ予約をご利用ください

健康トピックス

◦診療時間＝月
～金曜日、9 時～
12 時・１3 時～
16 時 30 分
◦休診日＝土日・
祝日・年末年始

へき地における地域医療を守る

矢部診療所

矢部診療所 上村亮介医師

特定健診受診率向上にご協力をお願いします
国民健康保険加入の 40 歳から74 歳の人で、勤務先や
人間ドックで健康診断を受けた人は、健診結果を提出い
ただくことで特定健診を受診したとみなすことができます。
その場合、必要に応じて、保健師による保健指導を無料
で受けられます。皆さまのご協力よろしくお願いします。

（提出先：本庁 健康推進課または各支所 市民生活福祉係）
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▼令和元年度歳入

▼令和元年度歳出

391億9,698万円

377億2,035万円

決
算
状
況

決
算
状
況

令
和
元
年
度

歳入歳入
歳出歳出

　

八
女
市
で
は
条
例
に
基
づ

き
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
市

の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
令
和
元
年

度
の
決
算
の
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て

簡
素
化
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
詳
し
い
決
算
の
内

容
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
財
政
状
況
」
お

よ
び
財
政
課
内
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

八
女
市
は
合
併
し
て
10

年
を
迎
え
、
こ
の
間
、
国
・

県
補
助
金
や
市
債
等
の
財

源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
特
に
市
債
に
つ

い
て
は
、
市
の
財
政
負
担
の

軽
減
の
た
め
、
地
方
交
付
税

措
置
が
あ
る
も
の
を
中
心
に

借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
将
来
世
代
へ
の
過

度
の
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う

安
定
し
た
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
財

政
係
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

地方交付税
124 億 9,108 万円

　（31.9％）

国県支出金
79億4,246万円
　 （20.3％）

市税
69億6,745万円
　 （17.8％）

市債
39億7,348万円
　 （10.1％）

繰入金
27億918万円（6.9％）

譲与税・交付金等
19億913万円（4.8％）

繰越金
11億256万円（2.8％）

その他
21億164万円（5.4％）

民生費
（福祉や子育て
支援など）
126億6,144万円

　 （33.6％）

総務費
（行政の運営に）
  55億888万円　

（14.6％）   (道路や公園等
　の維持・整備など) 
39億7,021万円 
   　 （10.5％）

土木費公債費
(借入金の返済に)
36億7,346万円（9.7％）

教育費
（学校整備や教育振興など）
30億4,903万円 （8.1％）

農林水産業費
（農業・林業等の振興など）
24億943万円（6.4％）

衛生費
（ごみ処理や市民の健康増進など）
26億9,650万円（7.1％）

消防費（防災や消防など）
12億4,896万円（3.3％）

商工費（商工業・観光の振興など）
11億5,824万円（3.1％） その他

13億4,420万円（3.6％）

扶助費
71億8,311万円

（19.0％）

普通建設事業費
52億9,205万円
　　（14.1％）

物件費
49億
2,234万円　

（13.0％）
  人件費
46億
2,257万円　
　（12.3％）

補助費等
46億
1,133万円　 　
　（12.2％）

繰出金
41億809万円

（10.9％）

公債費
36億
7,350万円
　（9.7％）

その他
33億736万円

（8.8％）

財政用語の解説
【地方交付税】所得税など国が
徴収した税金の中から、市の財
政状況に応じて交付されるお
金。
【国県支出金】事業など特定の
目的の費用として、国・県から交
付されるお金。
【市債】大きな事業を行うため
に、国や金融機関から借り入れ
るお金。※借入金に対しては、内
容に応じてその元利償還金の財
源として国から交付税が充てら
れます。（例：過疎対策事業債は
借入金の70％算入など）
【自主財源】市町村税など自主
的に収入する財源。
【依存財源】他に依存する形で
調達する財源。（地方交付税な
ど）
【義務的経費】支出することが
制度的に義務づけられている経
費のこと。人件費、扶助費、公債
費の３つからなる。
【投資的経費】道路、橋りょう、
公園、学校、公営住宅の建設等
社会資本の整備等に要する経
費。

目的別性質別
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令
和
元
年
度
は
、国
県
の
補
助
事

業
等
の
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
な

が
ら
自
主
財
源
を
有
効
に
使
い
、財
政

の
安
定
運
営
を
進
め
、
財
源
の
重
点

的
な
配
分
を
行
い
ま
し
た
。少
子
高
齢

化
対
策
、安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、子
育
て
相
談
支
援
事
業
、観
光

の
振
興
、過
疎
対
策
や
定
住
促
進
な

ど
の
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
額
は
、歳
入
で
３
９

１
億
９
６
９
８
万
円
、歳
出
で
３
７
７

億
２
０
３
５
万
円
、差
し
引
き
14
億
７

６
６
３
万
円
と
な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に
あ
て

る
財
源
9
億
３
１
１
７
万
円
を
差
し

引
き
、
実
質
収
支
で
5
億
４
５
４
６

万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
内
か
ら
3
億
円
を
財
政
調
整
基
金

に
積
み
立
て
、残
り
の
黒
字
額
2
億
４

５
４
６
万
円
を
令
和
2
年
度
の
財
源

に
充
当
し
ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不

足
比
率
は
、
令
和
元
年
度
の
決
算
状

況
を
法
律
に
基
づ
き
全
国
統
一の
指
標

と
し
て
計
算
し
た
も
の
で
、基
準
を
超

え
た
場
合
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
、
計
画
的
に
健
全
化
に
向
け

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
女
市
は
、国
が
示
し
て
い
る
基
準
を

下
回
っ
て
お
り
、地
方
公
営
企
業
の
資

金
不
足
も
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
実
質
赤
字
比
率「
－
」に
つ
い
て
は
、

普
通
会
計（
一
般
会
計
・
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
費
特
別
会
計
・
矢
部

診
療
所
特
別
会
計
）
に
お
い
て
黒
字

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。▽

連
結
実
質
赤
字
比
率
「
－
」に
つ
い
て

は
、普
通
会
計
に
そ
の
他
の
特
別
会
計

を
含
め
た
数
値
が
黒
字
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。▽
実
質
公
債
費

比
率
は
、そ
の
年
度
の
標
準
財
政
規

模
に
対
し
て
起
債（
借
金
）の
返
済
額

（
公
営
企
業
分
や
一
部
事
務
組
合
の
起

債
を
含
む
）の
割
合
を
出
し
た
も
の
で

す
。▽
将
来
負
担
比
率
「
－
」に
つ
い

て
は
、負
債
に
充
て
る
た
め
の
財
源
が

負
債
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

◉
決
算
の
状
況

◉
健
全
化
判
断
比
率（
表
１
）

財源 家庭の収入 市の収入 割合

自主 給料（基本給） 6 万３千円
市税 69 億 7 千万円

20.8%使用料・手数料・分担金・
負担金・諸収入 11億９千万円

依存 給料（諸手当） 11万円
地方交付税 124 億 9 千万円

36.7％
地方譲与税・各種交付金 19 億 1千万円

依存 親からの援助 6 万1千円 国県補助金 79 億 4 千万円 20.3%
自主 その他の臨時収入 7 千円 寄付金・財産収入 9 億 2 千万円 2.4％
依存 ローン（借入金） 3 万円 市債 39 億 7 千万円 10.1％
自主 貯金の取り崩し 2 万1千円 繰入金 27 億 1千万円 6.9％
自主 前月の残金 8 千円 繰越金 11億円 2.8％

収入計 30 万円 歳入計 392 億円 100.0％

経費 家庭の支出 市の支出 割 合
義
務
的
経
費

食費 ３万 6 千円 人件費 46 億 2 千万円 12.3%
医療費や子どもの学費 ５万 5 千円 扶助費 71億 8 千万円 19.0％
ローンの返済 ２万 8 千円 公債費（※1） 36 億 8 千万円 9.7%

そ
の
他
の
経
費

光熱水費などの雑費 ３万 8 千円 物件費 49 億 2 千万円 13.0%
車などの修理代 ２千円 維持補修費 ２億 3 千万円 0.6%
親戚への援助など ３万 5 千円 補助費等 46 億 1千万円 12.2%
貯金 1万円 積立金 13 億 2 千万円 3.5%
生命保険など 5 千円 投資･出資･貸付金 7 億１千万円 1.9%
子どもへの仕送り ３万1千円 繰出金 41億 1千万円 10.9%

投
資
的
経
費

自宅の増改築や家財
道具の購入 4 万1千円 普通建設事業費 52 億 9 千万円 14.1%

壊れた持ち物の再購入 8 千円 災害復旧事業費 10 億 5 千万円 2.8％
支出計 28 万 9 千円 歳出計 377 億 2 千万円 100.0%

翌月に使えるお金 １万1千円 余剰金 14 億 8 千万円

▼八女市の財政を家計に例えたら（令和元年度決算）
令和元年度の一般会計決算額を１月当たりの収入30万円の家計に置き換えてみました。

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

八女市 － － 9.0 －

早期健全化基準 12.52 17.52 25.0 350.0 

国の財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

▼健全化判断比率（表1）

※実質赤字額および連結実質赤字額がなく、将来負担比率
は算定されないため、数値は「 ー 」と表示しています。

（単位：％）

※1 市の場合、借入金の
元利償還金の返済（公債
費）にあたっては、その一
部が国から地方交付税と
して交付されます。
　よって、市の実質負担
は小さくなります。

◦自主財源 (32.9%)（自主） 
　家庭＝9 万 9 千円 
　市＝128 億 9 千万円

◦依存財源 (67.1%)（依存） 
　家庭＝20 万1千円 
　市＝263 億 1千万円

◦義務的経費（41.0％） 
　家庭＝11万 9 千円 
　市＝154 億 8 千万円

◦その他の経費（42.1％） 
　家庭＝12 万1千円
   市＝159 億円

◦投資的経費（16.9％）
    家庭＝4 万 9 千円
    市＝63 億 4 千万円

依存財源の内、国・県
の補助金等を活用した
財源（57.0％）
　家庭＝17 万1千円
　市＝223 億 4 千万円
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◦乗合タクシー運行事業…7,662 万円
◦道路・河川改良事業…14 億 1,173 万円
◦防災対策事業…2,785 万円
◦老朽危険家屋等除却推進事業補助金…447 万円
◦危険ブロック塀等対策事業費補助金…81万円
◦消防関係施設設備等整備事業…7,072 万円

適で安全・安心な暮らしを支える適で安全・安心な暮らしを支える
都市基盤づくりと都市機能都市基盤づくりと都市機能

◦ひきこもり対策推進事業…536 万円
◦農福連携推進事業…13 万円
◦利用者支援事業（母子保健型）等…727 万円
◦北山保育所建築事業…4 億 2,452 万円

（内 R 元年度分 1億 5,692 万円、R2 年度繰越分 
2 億 6,760 万円）
◦各種がん検診委託事業…7,473 万円
◦やめっこ夢祝金支給事業…2,878 万円
◦やめUIターン子ども応援手当支給事業…606 万円
◦路線バス通学定期補助事業　…932 万円

子・高齢社会に対応し、自分らしく、子・高齢社会に対応し、自分らしく、
安心して暮らせるまちづくり安心して暮らせるまちづくり

　老朽化していた北
山保育所の園舎の建
て替えを行い、保育を
さらに充実させるため
の機能と安心・安全な
環境を備え、今後も
八女市の未来を担う
子どもたちの健やかな育成に貢献できるようになりました。

◦新規就農促進支援事業…9,216 万円
◦八女材普及促進住宅資材助成事業…2,975 万円
◦新規創業者および新事業展開補助事業…499 万円
◦立花農産物等直売所食のスペース等新築事業…
2 億 3,353 万円 （内 R 元年度分 8,930 万円、R2 年度
繰越分 1億 4,423 万円） 

場産業・観光の振興と地域資源を場産業・観光の振興と地域資源を
活かした新産業創出、雇用の確保活かした新産業創出、雇用の確保

老朽危険家屋等
除却推進事業補助金

危険ブロック塀等
対策事業費補助金

◦空き家バンク事業 …375万円
◦若年世帯家賃等支援補助事業…6,962万円
◦マイホーム取得支援事業…5,781万円
◦浄化槽設置整備事業…1 億 51 万円

と自然にやさしく、暮らしやすいと自然にやさしく、暮らしやすい
生活空間づくり生活空間づくり

　老朽危険家屋等の除却に対
して補助金を交付し、空き家
問題の解消に繋げ、生活環境
の保全や安心なまちづくりを
推進することができました。

　道路に面するブロック
塀を診断し危険性が高い
ものの撤去工事費の助成
を行い、歩行者等の安全
な通行を確保しました。

立花農産物等直売所食のスペース等新築事業 
　道の駅たちばな敷地内に、
農産加工、研修、食事・休憩
ができる食のスペース『お食
事処 招竹梅』を新設し、地
域経済の活性化と雇用機会
の創出のために施設全体の
生産力向上を図りました。

（令和2年8月8日オープン）

PickUp!

PickUp!

PickUp! PickUp!

地域活性化推進
プラットフォーム事業

　「子育て世代包括支援センター」をやめっこ未来館内に
新設し、母子健康手帳の交付時より妊産婦への相談・支
援や、出産後の新生児の相談や訪問など、保健師、助産
師、社会福祉士などの専門職による切れ目のない支援を
行うことができました。また、福岡県助産師会に委託し、
産後ケアの必要な産婦、乳児に対し、支援センターと連
携を図りながら支援を行いました。

　福祉生活支援室「ほっと館やめ」でひきこもり状
態にある人やその家族に対して支援を行いました。
また、制度を超え複雑化する相談に対応するため、
さまざまな相談支援機関のネットワークの構築を行

いました。相談者が抱える複
雑化した課題に対し、支援
者であるサポーターが課題
を整理し、制度を超えた支
援を行うことができました。

　平成30年度試験的に2事業所が JAなす選果場
で従事した際の問題点、課題を洗い出し、関係機関
と協議を進め、令和元年度に6事業所が就業を開始
しました。またコーディネーターを社会福祉協議会
へ委託し、福祉事業所と働く場の派遣システムの構
築を図りました。

PickUp!PickUp!

PickUp!

利用者支援事業（母子保健型）等 ひきこもり対策推進事業

農福連携推進事業

令和元年度の主な事業 こんな仕事をしてきました

北山保育所建築事業支援の様子

快

人 地

少



広報八女 2020.11.111

会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業費 90億2,239万円 89億316万円 1億1,923万円

簡易水道事業費 2億3,337万円 2億1,156万円 2,181万円

住宅新築資金等貸付
事業費 8,673万円 8,673万円 0円

下水道事業 12億881万円 11億4,359万円 6,522万円

介護保険事業費 80億6,353万円 76億4,898万円 4億1,455万円

後期高齢者医療  10億4,132万円 10億4,018万円 114万円

農業集落排水事業 　　8,430万円 7,074万円 1,356万円

矢部診療所 8,172万円 7,489万円 683万円

黒木町串毛財産区 122万円 10万円 112万円

黒木町木屋財産区 875万円 123万円 752万円

■令和元年度特別会計決算状況

令和元年度森林環境譲与税譲与額　　3,934万4千円
森林環境譲与税を活用した事業について（令和元年度実績）

令和元年度 決算状況をお知らせします

■一般会計市債・基金残高の推移

※平成22年度から令和元年度までの一般会計市債・基金残高の推移です。

　矢部地区小中学校（矢部清流学
園）の増築等工事を行い、義務教
育学校として施設の整備を図るこ
とができました。

　地域事業者、コミュニティ団体
等へのヒアリングやワークショッ
プを行い、システムの仕様および
運営体制を決定しました。また、
金融機関や学術機関との連携に向
けて協議
を 行い、
地域通貨
の基盤整
備を図り
ました。

民とともに歩み、市民と民とともに歩み、市民と
ともに進めるまちづくりともに進めるまちづくり

◦学力向上推進事業
　　　　　　　　…8,611 万円
◦入学祝金事業…3,971 万円
◦八女市奨学金…1,395 万円
◦矢部地区小中学校校舎等整備
事業…2 億 7,797 万円
◦中学校空調設置事業
　　　　　　…1億 3,932 万円

◦地域活性化推進プラットフォー
ム事業…356 万円
◦都市交流事業…310 万円

◦森林経営管理事業（業務委託） …484 万円（うち譲与税 484 万円）
　森林経営管理法に基づく意向調査に取りかかるための優先順位等の検討を
行うため、モデル的に約 600haの山林で森林資源情報の解析調査業務を実施。
◦木材生産促進事業…372 万 9 千円（うち譲与税 372 万 9 千円）
　市内に所在する森林から市内市場等へ搬出される間伐材の運搬経費に対し
1㎥あたり1,000円以内の補助を行い搬出間伐の促進と木材の生産活動を推進。
◦森林保全整備促進事業…3,084 万 7 千円（うち譲与税 3,077 万 5 千円）
　市内に所在する森林において実施される植栽・下刈・間伐・除伐・作業道
整備等の森林保全整備に対し事業経費の20％以内の補助により森林保全整
備を促進。
※詳細は八女市公式ホームページに掲載しています。

きる力の育成と豊かなきる力の育成と豊かな
心を育てるまちづくり心を育てるまちづくり

PickUp!

PickUp!

地域活性化推進
プラットフォーム事業

矢部地区小中学校校舎等
整備事業

開校式の様子

生

市

（単位：億円）

（年度）

基金残高

市債残高339

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

400

350

300

250

200

150

100

50

320 311 300 290 281 273 270 268 272

155
177

199 186
218 218 219 203 192 180
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【胸像概要】
◦建立場所＝ホタルと石橋
の里公園内（八女市上陽
町北川内）
◦胸像の高さ＝約 70㎝

（半身像）台座と合わせた高さ190㎝
◦完成予定＝令和３年３月（建立者 八女市）

　

ダ
ニ
エ
ル
・
ケ
ン
・
イ
ノ
ウ
エ

氏
の
祖
父
・
父
は
、
八
女
郡
横
山

村
（
現
八
女
市
上
陽
町
上
横
山
）

出
身
。祖
父
か
ら
教
わ
っ
た「
義
務
」

と
「
名
誉
」
を
生
涯
貫
き
、
日
米

の
友
好
親
善
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に

祖
父
や
父
の
長
年
の
願
い
だ
っ
た

故
郷
を
訪
問
、
２
０
１
２
（
平
成

24
）
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
対

し
て
お
悔
み
の
声
明
を
出
す
な
ど
、

イ
ノ
ウ
エ
氏
自
身
も
祖
父
や
父
の

故
郷
に
対
す
る
思
い
を
持
ち
続
け

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
八
女
市
で
は
、
上
陽

町
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
氏
が
、
日
米

両
国
に
お
い
て
政
治
・
文
化
面
で

果
た
し
た
多
岐
に
渡
る
功
績
を
後

世
に
伝
え
、
故
郷
の
誇
り
と
す
る

た
め
に
、
氏
の
胸
像
建
立
を
計
画

し
ま
し
た
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
米
友
好
の

証
と
し
て
贈
ら
れ
た
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

30
本
が
植
樹
さ
れ
て
い
る
ホ
タ
ル

と
石
橋
の
里
公
園
内
に
、
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
賛
同
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
10
月
15
日
㈭
～
12

月
15
日
㈫

◦
寄
附
金
額
＝
１
口
１
万
円
（
複

数
口
も
可
能
）

◦
申
込
方
法
＝
寄
附
申
込
書
を

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に
て

ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◦
寄
附
金
納
付
方
法
＝
現
金
、
納

付
書
、
ま
た
は
口
座
振
込

◦
そ
の
他
＝
税
制
上
の
措
置
（
寄

附
金
控
除
）
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
ご
寄
附
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
お
名
前
は
、
胸
像

の
台
座
に
刻
銘
し
ま
す
（
希
望
者

の
み
）。
団
体
で
の
寄
附
や
匿
名
で

の
寄
附
も
お
受
け
し
ま
す
。
刻
銘

の
順
序
は
事
務
局
で
の
調
整
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
支

所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
５
４
・

２
２
１
１
／
O
５
４
・
２
８
０
９
／

Rjoyo@
city.yam

e.lg.jp

）

ダニエル・ケン・イノウエ氏
【略歴】1924（大正 13）年 9 月7日ハワイ州ホノルル
生まれ。日系 2 世。ハワイ大学在学中、太平洋戦争が
勃発。日系人部隊「第 442 連隊戦闘団」に配属され、
イタリア戦線で右腕を失うが、その戦果により数々の
勲章を受章、英雄と讃えられた。1962（昭和 37）年
ハワイ州から連邦上院議員に初当選。1999（平成 11）
年「勲一等旭日大綬章」受章。2000（平成 12）年、
米国大統領から軍人に贈られる最高位の名誉勲章を
受章。2010（平成 22）年上院議員最古参で上院仮
議長となり、米国史上初めてのアジア系米国人で最高
位の地位に就いた。日米友好の架け橋となった氏に、
2011（平成 23）年春の叙勲で、外国人が受章する最
高位の勲章「桐花大綬章」が日本政府から贈られた。
2012（平成 24）年 12 月17日永眠（88 歳）。氏の功
績を讃え 2017（平成 29）年、ホノルル国際空港は「ダ
ニエル・K・イノウエ国際空港」に名称が変更された。

ダニエル・ケン・イノウエ氏の胸像
建立に伴う寄附金を募集しています

ル
ー
ツ
は
上
陽
町
。
日
米
の
友
好
親
善
に
尽
力



広報八女 2020.11.113

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
２
年
１
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
へ
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
を
本
年
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た

は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
２
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ

い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
す

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除

証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
ハ
ガ
キ
に
表
示
さ
れ
て

い
る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
市
民
・
年
金

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
５
）

【
情
報
公
開
制
度
】

　

情
報
公
開
制
度
は
、「
知
る
権
利
」
を

保
障
し
、
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

皆
さ
ん
に
市
政
の
内
容
や
市
民
の
活
動
に

必
要
な
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。
市

が「
説
明
責
任
」を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
民
が
参
加
し
や
す
く
、
よ
り
公
正
で
開

か
れ
た
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

▽
公
文
書
公
開
の
実
施
状
況

（
令
和
元
年
度
）

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

　

八
女
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り

市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
を
適
正
に
取

り
扱
う
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
自
分
の
個
人
情
報
の
開

示
な
ど
を
請
求
す
る
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
政
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運

営
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権

利
利
益
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

▽
個
人
情
報
開
示
の
実
施
状
況

（
令
和
元
年
度
）

　

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制

度
の
適
正
な
運
用
を
図
る
た
め
、
次
の
機

関
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
】

　

学
識
経
験
者
な
ど
５
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と
し
て
、
公

文
書
の
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
の
開
示
等

の
請
求
に
対
す
る
決
定
に
つ
い
て
、
審
査

請
求
が
さ
れ
た
場
合
に
調
査
審
議
し
ま

す
。
令
和
元
年
度
は
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

【
八
女
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

議
会
】

　

学
識
経
験
者
な
ど
５
人
の
委
員
で
構
成

さ
れ
、
公
平
な
第
三
者
機
関
と
し
て
、
情

報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
制

度
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審

議
し
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
３
回
開
催
し

ま
し
た
。

請求件数 ５０

処
理
状
況
の

内
訳

公開 ２７
部分公開 １３
非公開 ４
不存在 ６
取り下げ ０

審査請求 １
※このほか、要介護認定・
要支援認定関係情報の公
開規程による請求は 1,946
件でした。

開示請求 10

訂正等請求 ０

目的外利用 ２

外部提供 ６

審査請求 ０

令
和
元
年
度
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
文
書
法
制
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

※
制
度
に
関
す
る
ご
案
内
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す
。年
末
調
整
・

確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

▼
電
話
番
号
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

▼
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場

合
は
、（
東
京
）
０
３・６
６
３
０・

２
５
２
５

◦
受
付
時
間
＝

《
月
～
金
曜
日
》８
時
30
分
～
19
時

《
第
２
土
曜
日
》９
時
30
分
～
16
時

《
祝
日
※
第
２
土
曜
日
を
除
く
》

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。

情報公開・個人
情報保護制度
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上
陽
町
北
川
内
の
春
の
山
公
園
の
峠
を

越
し
た
南
側
山
腹
辺
り
を
堂
山
と
言
い
、

昔
の
キ
ュ
ウ
ヨ
シ
寺
跡
（
奈
良
時
代
創
建

か
？
）
が
あ
り
、
鐘
撞
堂
跡
も
、
寺
屋
敷

の
小
字
名
も
残
っ
て
い
る
。
天
正
15
年
（
１

５
８
７
）
の
豊
臣
軍
九
州
侵
攻
の
折
、
村

内
の
す
べ
て
の
住
居
、
神
社
仏
閣
と
も
ど

も
、
近
く
の
千
福
寺
と
と
も
に
焼
き
討
ち

に
あ
っ
て
い
る
。
明
治
の
頃
、
そ
の
堂
山
辺

り
に
畑
を
持
つ
老
人
が
、
あ
る
時
、
畑
の

中
か
ら
字
を
彫
刻
し
た
釜
瀬
石
（
長
野
石
）

を
掘
り
出
し
た
。
そ
の
石
碑
に
は
、
次
の

謎
の
一
文
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

　
　
朝
日
射
ス
　
夕
日
輝
ク
木
ノ
下
ニ

　
　
黄
金
千
盃
　
朱
千
盃

　
　
　
九
里
ノ
内
十
里
ノ
外

　
こ
の
石
碑
発
見
の
噂
は
村
中
に
広
が
り
、

村
人
が
次
々
と
訪
れ
る
の
で
、
こ
の
老
人
は

怒
っ
て
石
碑
を
砕
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
堂
山
に
畑
を
持
つ
別
の
農
民
が
、

作
男
と
畑
を
耕
し
て
い
る
時
、
一つ
の
壷
を

掘
り
出
し
た
。
泥
ま
み
れ
の
壷
を
近
く
の

た
め
池
で
洗
っ
て
い
る
と
、
池
が
真
っ
赤
な

色
に
染
ま
っ
た
。そ
こ
で
農
民
は
作
男
に「
今

日
は
仕
事
は
止
め
だ
。
上
が
っ
て
い
い
ぞ
」

と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
農
民
の
家
は
羽
振
り

が
よ
く
な
っ
た
と
か
。
作
男
は
「
あ
の
壷
が

碑
文
の
宝
だ
っ
た
に
違
い
な
い
」
と
確
信
あ

り
気
だ
っ
た
と
か
。

　
こ
れ
は
、
上
陽
町
の
あ
る
古
老
の
先
祖
の

話
。
江
戸
時
代
、
広
川
の
水
原
村
鬼
ノ
渕

辺
り
の
川
の
側
の
道
を
、
月
夜
の
晩
に
帰

宅
し
て
い
る
時
、
川
の
中
に
光
り
輝
く
も
の

が
見
え
た
。
川
に
入
っ
て
み
る
と
、
何
と
そ

れ
は
月
光
に
照
ら
さ
れ
て
反
射
し
、
光
り

輝
く
金
塊
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、持
ち
帰
り
、

庄
屋
を
通
じ
て
藩
主
に
献
上
し
た
と
こ
ろ
、

褒
賞
と
し
て
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
と
か
。

そ
の
川
の
源
流
は
水
縄
山
麓
に
発
す
る
。

星
野
金
山
に
繋
が
る
山
並
み
で
あ
る
。

　
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）、
佐
渡
・
伊
豆

金
山
と
並
ん
で
有
名
な
星
野
金
山
に
繋
が

る
山
系
で
（
上
陽
ゴ
ル
フ
場
辺
り
）
出
鉱
の

鉱
石
の
砕
石
土
を
、
地
質
学
の
工
学
博
士

に
分
析
を
依
頼
。
そ
の
結
果
、
10
万
分
の

２
以
上
の
有
望
な
金
含
有
量
の
金
山
と
折

り
紙
を
つ
け
ら
れ
た
。
村
は
に
わ
か
に
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
き
立
っ
た
。
村
に
瀬
戸

鉱
業
所
な
る
会
社
が
で
き
、
製
錬
所
や
選

別
所
、
事
務
所
も
で
き
操
業
。
村
人
数
百

人
が
山
に
入
り
、
周
囲
の
山
々
を
も
含
め
、

２
０
０
余
り
の
金
抗
が
掘
ら
れ
た
。

　
山
肌
に
は
縦
穴
、
横
穴
が
ま
る
で
蜂
の

巣
の
よ
う
に
点
在
し
た
。
村
は
活
気
に
み

な
ぎ
っ
た
。
居
酒
屋
や
旅
館
な
ど
も
で
き
、

鉱
山
で
使
用
の
古
わ
ら
じ
が
福
島
で
新
品

の
数
倍
で
売
ら
れ
る
始
末
。
金
が
付
着
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
だ
。
こ
の

有
望
な
金
山
の
ニ
ュ
ー
ス
は
新
聞
で
大
々
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
投
資
家
の
間
で
話
題

と
な
り
、
そ
の
中
で
浅
野
セ
メ
ン
ト
創
業
者

が
18
万
９
千
円
で
採
掘
権
の
売
買
に
応
じ

た
。
こ
れ
は
現
在
の
金
額
で
約
10
億
円
に

も
相
当
す
る
取
引
額
で
、
そ
の
半
金
を
受

け
渡
す
と
き
、
こ
れ
が
真
っ
赤
な
ニ
セ
金
山

で
あ
る
こ
と
が
露
見
。
主
犯
は
大
阪
で
逮

捕
さ
れ
て
い
る
。

　
事
実
は
分
析
用
の
土
に
前
日
金
粉
を
混

ぜ
て
、
分
析
に
か
け
た
。
鉱
山
か
ら
は
金

の
一
か
け
ら
も
出
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
熊
本
出
身
の
瀬
川
山
師
の
ほ
か
、

瀬
戸
、
大
西
、
地
元
の
桶
職
人
を
主
犯
と

す
る
12
人
の
詐
欺
団
に
よ
る
巧
妙
に
仕
組

ま
れ
た
ニ
セ
金
山
事
件
で
あ
っ
た
。

　
明
治
末
の
北
川
内
村
は
、
八
女
で
最
初

の
水
力
発
電
所
が
で
き
、
製
糸
工
場
や
養

蚕
所
、
製
材
所
、
果
樹
園
芸
、
林
業
、
県

道
開
削
と
発
展
著
し
く
、
活
気
に
満
ち
た

状
況
の
中
、
旧
金
山
を
ヒ
ン
ト
に
お
こ
さ
れ

た
一
大
詐
欺
事
件
で
、
村
は
と
ん
だ
狂
騒
劇

に
踊
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
「
吉
野

鉱
山
詐
欺
事
件
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
野
中
鐵
也
（
上
陽
町
）

黄
金
伝
説
と

　
　
金
に
ま
つ
わ
る
話

輝
く
金
塊

　

古
老
の
話

　
そ
の
二

④
黄
金
伝
説

　

古
老
の
話
か
ら 

そ
の
一

「みみがく れきしさんぽ」
※題字と挿絵は野中さん

　
こ
れ
ま
で
、
古
今
東
西
、
黄
金
が
人
々
の
人
生
を
左
右
し
て
き
た
悲
喜

劇
は
、
小
説
や
演
劇
、
映
画
等
で
さ
ま
ざ
ま
に
描
か
れ
て
き
た
。
今
回
は

上
陽
町
の
黄
金
伝
説
と
金
に
ま
つ
わ
る
話
を
紹
介
す
る
。

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
?!
と

大
金
鉱
業
事
件

　
　
そ
の
三
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あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便

　 

八
女
市
で
は
、
福
岡
県
お
よ
び
県
内

市
町
村
と
連
携
し
、
個
人
住
民
税
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
税
の
徴
収
率
の
向
上

と
滞
納
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
12
月
を

「
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」（
取
組
期

間
11
～
12
月
）
と
位
置
づ
け
、
県
下
一

斉
に
広
報
に
よ
る
納
税
推
進
、
滞
納
者

に
対
す
る
催
告
の
強
化
、
差
押
や
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
、
捜
索
等
の
滞
納
処
分
の
強

化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
徴
収
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ

の
税
金
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

《 

八
女
市
の
取
り
組
み 

》

▽
差
押
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
・
捜
索
等
滞

納
処
分
の
強
化
▽
ヤ
フ
ー
官
公
庁
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
参
加
予
定

　

滞
納
を
放
置
せ
ず
、
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。
災
害
や
事
業
の
休
廃
業
、失
業
、

本
人
や
家
族
の
疾
病
等
の
特
殊
な
事
情

が
生
じ
た
た
め
に
市
税
を
一
時
に
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
分
割
納
付

な
ど
の
方
法
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
八
女
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
収
入
不
足
や
借
金
問
題
な
ど
の
金
銭

的
問
題
で
納
税
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
以
下

「
Ｆ
Ｐ
」）
に
よ
る
無
料
納
税
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全
般
を
見
直

し
、
安
定
し
た
生
活
お
よ
び
計
画
的
な

納
付
に
結
び
つ
け
る
方
向
性
を
一
緒
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
税
金

の
種
類
に
応
じ
て
、
八
女
市
税
務
課
納

税
推
進
係
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
収
納

窓
口
と
な
り
ま
す
。
必
ず
納
税
通
知
書

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
税
務
課 

納
税
推
進

係
（
☎
２
３
・
２
６
６
６
）
▽
福
岡
県

筑
後
県
税
事
務
所
（
☎
０
９
４
２・５
２・

５
１
３
１
）

差
押
を
受
け
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
参
考
】
令
和
元
年
度
Ｆ
Ｐ
相
談
が

改
善
に
つ
な
が
っ
た
主
な
事
例

▽
過
払
金
の
発
生
が
分
か
り
、
過
払

金
請
求
に
つ
な
が
っ
た
。
▽
家
族
全

員
の
収
支
を
見
直
し
、
無
駄
な
支
出

を
抑
え
、
借
金
の
返
済
や
納
税
に
つ

な
が
っ
た
。
▽
年
金
受
給
資
格
を
確

認
し
、
年
金
が
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
▽
ロ
ー
ン
を
見
直
し
、
毎

月
の
返
済
額
が
下
が
っ
た
分
で
納
税

に
つ
な
が
っ
た
。

◦
相
談
件
数
＝
83
件

◦
過
払
い
金
返
還
額
＝
１
９
３
万
９

８
０
0
円

◦
Ｆ
Ｐ
相
談
者
に
よ
る
納
付
額
＝
８

０
９
６
万
１
６
９
５
円

　11月11日から17日は税を考える週間です。
税の役割等について考えてみませんか。詳しく
は国税庁ホームページをご覧ください。

　毎年 11月に開催している年末調整説明会に
ついては、今般の新型コロナウイルス感染症の
感染拡大等を踏まえ、今年度の開催を中止させ
ていただきます。お手数をおかけ
しますが、ご理解いただきますよ
うお願いします。年末調整に関す
る各種情報については、国税庁
ホームページをご覧ください。

今年度の年末調整説明会は中止します

11月11日～17日  税を考える週間 税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
!! 

県
下一斉
徴
収
強
化
月
間

12
月
は

※
参
考　

令
和
元
年
度
差
押
件
数

（
差
押
に
よ
る
徴
収
額
※
差
押

に
よ
る
自
主
納
付
額
を
含
む
）

預貯金 148 件 7,593,915 円
不動産 3 件 5,835,343 円

動産（捜索） 29 件 2,525,254 円
国税還付金 46 件 1,806,441 円
生命保険 17 件 4,951,455 円

給与 16 件 13,833,177 円
賃料等 4 件 2,154,048 円

八
女
税
務
署

（
☎
２
３
・
５
１
９
１
）
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キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。

　2020.11.1  広報八女

消費生活
そうだん

【
事
例
】

　

自
宅
に
販
売
会
の
チ
ラ
シ
が
投
函
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
販
売
会
は
以
前
か
ら

通
っ
て
お
り
、
来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
進

呈
と
も
書
か
れ
て
い
た
の
で
行
っ
た
。
当

日
は
健
康
器
具
の
説
明
と
販
売
会
で
、

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
保
護
す
る
と
実

証
さ
れ
て
い
て
、
持
っ
て
い
る
だ
け
で
ウ

イ
ル
ス
予
防
に
な
る
」
と
い
う
話
だ
っ
た

の
で
、
20
万
円
で
購
入
し
た
。
し
か
し
、

同
じ
よ
う
な
商
品
が
も
っ
と
安
く
手
に

入
る
と
い
う
こ
と
を
後
か
ら
知
っ
て
だ
ま

さ
れ
た
気
分
だ
。

【
解
説
】

　

１
日
か
ら
１
週
間
な
ど
短
期
間
、
空

き
店
舗
や
公
共
施
設
を
利
用
し
て
販
売

会
を
行
う
も
の
を
「
宣
伝
講
習
販
売
」

と
言
い
ま
す
。
主
に
健
康
食
品
や
健
康

器
具
の
販
売
で
あ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
を
解
決
す
る
と

き
に
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
ま
す
。

①
販
売
の
勧
誘
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず

に
行
っ
た
。

　
Ａ 

は
い　
Ｂ 

い
い
え

②
①
で
「
Ａ 

は
い
」
の
場
合
「
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
な
ど
来
場
特
典
が
あ
る
と
い
う
お

誘
い
が
あ
っ
た
。

　
Ａ 

は
い　
Ｂ 

い
い
え

③
行
っ
た
販
売
会
は
１
日
か
２
日
で
終

了
し
た
。

　
Ａ 

は
い　
Ｂ 

い
い
え

④
販
売
会
の
途
中
で
、
帰
り
に
く
い
状

況
だ
っ
た
。（
靴
を
預
け
な
け
れ
ば
い
け

な
か
っ
た
。
ド
ア
付
近
に
販
売
員
が
い
て

出
て
行
き
づ
ら
か
っ
た
。
引
き
止
め
ら
れ

た
な
ど
）

　
Ａ 

は
い　
Ｂ 

い
い
え

⑤
商
品
は
ひ
と
つ
か
ふ
た
つ
で
、
自
由
に

選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
Ａ 

は
い　
Ｂ 

い
い
え

【
問
題
点
と
解
決
方
法
】

◦
す
べ
て「
は
い
」の
場
合
は「
訪
問
販
売
」

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
法
律
で

定
め
ら
れ
た
内
容
を
記
載
し
た
契
約
書

面
の
交
付
義
務
や
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ（
無

条
件
解
約
）
な
ど
、
消
費
者
を
保
護
す

る
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◦
ひ
と
つ
で
も
「
い
い
え
」
が
あ
っ
た
場

合
、
原
則
店
舗
で
の
購
入
と
考
え
ら
れ
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
科
学
的
・
医
学
的
に
根
拠
が
明
確

で
な
い
の
に
『
○
○
に
効
果
が
あ
る
』
と

い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
は
法
律
違
反
に
あ

た
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
不

実
告
知
」、
い
わ
ゆ
る
ウ
ソ
の
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
が
あ
っ
た
と
き
は
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
科
学
的
判

断
や
、
事
例
の
よ
う
な
商
品
代
金
の
妥

当
性
に
つ
い
て
は
お
答
え
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時
30

分
～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

70

空
き
店
舗
や
施
設
を
利
用
し
た

講
習
販
売
の
参
加
は
慎
重
に

「
避
難
指
示
」
く
り
返
し
響
る
暁
に
ま
づ
は
佛

花
の
水
を
か
へ
た
り
　
　          

樋
口    

洋
子

阿
蘇
野
ゆ
く
生
れ
た
る
す
す
き
水
色
の
外
輪

に
佇
つ
臥
す
涅
槃
像
　
　
　
　  

石
川    

照
朗

青
鷺
は
友
は
居
ぬ
の
か
子
は
無
き
か
常
に
一
羽

で
川
辺
に
立
て
り           	

   

　
甲
斐
田
絹
代

憂
き
こ
と
の
続
く
世
な
れ
ば
せ
め
て
も
の
茅
の

輪
く
ぐ
ら
む
祈
り
を
込
め
て      

立
野    

比
文

職
を
ひ
き
日
中
寝
ぬ
こ
と
な
か
り
し
も
回
覧
板

は
そ
っ
と
置
か
る
る
　
　
　
　
　
古
賀    

燿
子

人
の
世
と
思
へ
ぬ
万
象
秋
暑
し吉泉   

守
峰

間ま

引び
き

菜な

の
両
手
に
重
し
草
の
道倉ノ

下
和
代

揃
ひ
踏
み
直
立
不
動
や
彼
岸
花大坪   

清
香

み
ど
り
児
の
笑
顔
が
癒
や
す
野の

分わ
き

中

大
坪   

延
子

迂
回
路
の
石
垣
小
径
秋
海
棠城

後   

正
子

蝉
の
骸
運
べ
る
蟻
の
行
方
追
ふ中村   

鏡
子

上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

八
女
短
歌
会
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大型紙芝居やペープサー
ト、エプロンシアターな
ど。楽しい時間を過ごし
てね♪
◦日時＝11月7日㈯14時～
◦場所＝八女文化会館
◦出演＝なかよし文庫

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
奥

深
い
絵
本
の
世
界
に
ふ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。
心
癒
や
さ
れ

る
時
間
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

一
般
対
象
。
定
員
50
人
。

◦
日
時
＝
12
月
12
日
㈯ 

13
時
30
分
～
15
時

◦
会
場
＝
八
女
文
化
会
館

ホ
ー
ル

◦
講
師
＝
九
州
大
谷
短
期

大
学
表
現
学
科
情
報
司
書

フ
ィ
ー
ル
ド
講
師 

梅
野
智
美
さ
ん

◦
受
付
＝
11
月
4
日
㈬
～

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立

図
書
館
本
館
（
☎
２
２
・
２

５
０
４
）

※
感
染
症
対
策
と
し
て
、
マ

ス
ク
着
用
・
検
温
等
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

図書館員のおススメ本

雑誌付録
おたのしみ抽選会

としょかんまつり
子ども向けイベント

立花分館
ブックリサイクル

選りすぐりのおススメ本を
紹介文を添えて展示しま
す。
◦「本の会」が選ぶおす
すめの20冊･･･本館限定

「本の会」厳選の本を展示、
貸し出します。

抽選で雑誌の付録をプレ
ゼント★
期間中に5冊以上借りて
応募券をもらってね！

【当選発表・引き換え】
11月14日㈯～ 29日㈰

図書館で不要になった本
や雑誌をお譲りします！
◦読書週間期間中に開催

（9時～17時30分）
※なくなり次第終了

11月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

図書館の休館日
11月

✿11月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝・休日、館内整理日
3㈷、10㈫、17㈫、24㈫、27㈮

※新型コロナウイルス対策により急遽変更する場合があります。
最新情報は、FM 八女･ホームページ等でお知らせしています。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝・休日、館内整理日
2㈪、3㈷、9㈪、16㈪、23㈷、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈷、27㈮、30㈪

八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

幼児～小学生の皆さん対象です♪

★本館＝7日、14日、21日、28日
※いずれも土曜日14時～
　おはなしコーナー
★黒木分館＝7日㈯10時 30分～
　おはなしコーナー

♥11月のあかちゃんおはなし会♥

0～2歳くらいのお子さんが対象
です♪

♥本館＝1日㈰、21日㈯11時～
　2階研修室
♥黒木分館＝28日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

★11月のおはなし会★

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

文
学
講
演
会

「
絵
本
の
力
」
～
絵
本
セ
ラ
ピ
ー
を
通
し
て
～

秋の読書週間 10/27 ～11/8

八女市立図書館

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します140

　BMXフリースタイル・パークは、ジャン
プ台などが設置された会場で、高さ、難易
度、完成度など繰り出す自転車の技を競
います。翔海さんの得意技は空中でハンド
ルを回す「バースピン」。今回の大会では
大技「360トリプルバースピン」を成功さ
せた。弥隼さんは空中で片足を離し、ペダ
ルに足を戻す「ワンフット」が得意。
（大会結果は23ページへ）

　

自
宅
に
あ
る
練
習
場
で
は
、2
人
が

乗
る
自
転
車
が
宙
を
舞
い
ま
す
。兄
弟

一
緒
に
世
界
で
活
躍
す
る
日
を
夢
見
て
、

Ｂ
Ｍ
Ⅹ
の
技
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

翔
海「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
う
ま
く
で

き
た
時
が
一
番
楽
し
い
で
す
。海
外
ラ

イ
ダ
ー
の
動
画
を
見
た
の
が
き
っ
か
け

で
、6
歳
か
ら
Ｂ
Ｍ
Ⅹ
を
は
じ
め
ま
し

た
。初
め
て
の
大
会
で
い
ろ
ん
な
ラ
イ

ダ
ー
の
技
を
み
て
憧
れ
、『
世
界
で
輝

け
る
ラ
イ
ダ
ー
に
な
り
た
い
』と
思
い

ま
し
た
」

弥
隼「
お
兄
ち
ゃ
ん
を
見
て
Ｂ
Ｍ
Ⅹ
を

は
じ
め
ま
し
た
。学
校
か
ら
帰
る
と
、い

つ
も
3
時
間
以
上
練
習
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
に
も
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、完
璧
に
で
き
る
ま
で
技
を
繰
り
返

し
ま
す
。き
れ
い
に
魅
せ
る
こ
と
が
難

し
い
で
す
が
、全
国
の
Ｂ
Ｍ
Ⅹ
仲
間
に

出
会
え
る
こ
と
が
楽
し
く
、や
る
気
が

出
ま
す
」

翔
海「
技
が
体
に
染
み
つ
い
て
い
る
た

め
、い
つ
も
無
心
で
乗
っ
て
い
ま
す
が
、

難
し
い
技
を
繰
り
出
す
と
き
は
、ポ
イ

ン
ト
を
意
識
し
な
が
ら
、う
ま
く
で
き

た
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。何
度

挑
戦
し
て
も
成
功
し
な
い
技
や
考
え

付
か
な
い
技
が
、ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
っ
て
面
白
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
技

を
研
究
し
て
、い
つ
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
大

技
を
成
功
さ
せ
て
会
場
を
驚
か
せ
て
み

せ
ま
す
」

弥
隼「
大
会
は
緊
張
し
て
思
う
よ
う
に

い
か
ず
、悔
し
か
っ
た
で
す
。次
は
表
彰

台
に
上
が
る
こ
と
が
目
標
で
す
。そ
し

て
、い
つ
か
お
兄
ち
ゃ
ん
も
追
い
越
し
た

い
で
す
」

翔
海「
大
会
で
は
皆
さ
ん
の
応
援
が
最

高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
な
が
り
ま

す
。も
っ
と
活
躍
し
て
Ｂ
Ｍ
Ⅹ
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

松
本 
翔し

ょ

海あ 

さ
ん
（
八
幡
小
5
年
）

　
　
　

弥み

隼は
や 

さ
ん
（
八
幡
小
3
年
）

兄
弟
で
世
界
を
魅
了
す
る

　
　
Ｂ
Ｍ
Ⅹ
選
手
に
な
り
た
い
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自
然
が
多
く
と
て
も
静
か
で
、
故
郷
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
と
の
違
い
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　
来
日
し
て
間
も
な
い
頃
は
、
ま
だ
あ
い

さ
つ
程
度
の
日
本
語
し
か
で
き
な
く
て
、

英
語
の
説
明
書
き
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

の
で
大
変
で
し
た
。
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

方
法
や
、
病
院
で
自
分
の
症
状
を
伝
え
る

こ
と
、
医
師
の
説
明
を
理
解
す
る
こ
と
が

難
し
く
て
困
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は

簡
単
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
日
本
で
は
全

く
で
き
ず
、知
り
合
い
も
い
な
か
っ
た
の
で
、

や
っ
て
い
け
る
の
か
な
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

　
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
く
て
ど
う
し
よ
う

か
と
迷
っ
て
い
た
と
こ
ろ
「
ア
ク
バ
ー
さ
ん
、

何
し
て
る
？
」「
困
っ
た
こ
と
は
な
い
？
」と
、

近
所
の
人
た
ち
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
優
し
く
て
私
が
聞
き

取
り
や
す
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
大
き
な
声

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
言
葉
は
う
ま
く

理
解
で
き
な
く
て
も
、
自
分
へ
の
気
遣
い

が
伝
わ
っ
て
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
交
流
が
進
む
に
つ
れ
少
し
ず
つ
不
安

が
な
く
な
り
、
自
信
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

自
分
か
ら
も
話
し
か
け
て
み
よ
う
と
積
極

的
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　
地
域
に
は
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
っ
て
、

子
ど
も
会
や
運
動
会
な
ど
ア
メ
リ
カ
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
し
た

が
、
声
を
か
け
ら
れ
た
時
は
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。「
な
ん
で
そ
ん

な
こ
と
を
す
る
ん
だ
ろ
う
」
と
理
解
で
き

な
い
こ
と
で
も
、
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
と
考
え
、
ま
ず
は
一
緒
に
や
っ
て
み
る

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て
お
互

い
を
知
る
機
会
を
持
て
た
こ
と
が
、
現
在

の
ご
近
所
付
き
合
い
に
つ
な
が
る
き
っ
か
っ

け
と
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
や
は
り
言
葉
で
し
ょ
う
か
。

日
本
に
住
む
多
く
の
外
国
人
は
、
一
生
懸

命
に
日
本
の
言
葉
を
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、

お
金
に
関
す
る
こ
と
や
地
域
の
決
ま
り
ご

と
、
災
害
時
の
避
難
の
こ
と
な
ど
生
活
に

必
要
な
情
報
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
言
語

表
記
が
充
実
し
て
い
る
と
、
異
国
で
の
生

活
に
対
す
る
不
安
が
軽
く
な
り
ま
す
。
私

自
身
、
英
語
の
表
記
が
充
実
し
て
い
た
ら

も
う
少
し
早
く
日
本
の
生
活
に
な
じ
め
た

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
違
う
こ
と
」
を
受
け

入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
性
で
す
。
言

葉
や
文
化
が
違
う
か
ら
、
お
互
い
に
理
解

で
き
な
い
こ
と
や
不
満
に
思
う
こ
と
が
あ

る
の
は
当
然
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の「
当
た
り
前
」に
固
執
し
て
い
て
は
、

不
快
な
思
い
が
募
る
ば
か
り
で
疲
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ま
ず
「
そ
う
い
う

考
え
も
あ
る
ん
だ
な
」
と
相
手
の
考
え
を

認
め
た
う
え
で
、
意
見
を
交
わ
し
、
お
互

い
が
最
適
だ
と
納
得
で
き
る
新
し
い
価
値

観
を
導
き
出
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
柔

軟
な
関
係
性
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
に
ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
た
ら
、
こ
の

よ
う
な
考
え
方
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

近
年
、
日
本
で
は
外
国
か
ら
の
観
光
客

以
外
に
も
地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
が
増
え

て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で
も
身

近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
大

切
な
こ
と
は
何
か
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日

し
て
18
年
、
黒
木
町
で
英
会
話
教
室
を
営

む
、
ラ
ク
マ
ン
・
ア
ク
バ
ー
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

言
語
や
文
化
の
違
い
を
認
め

合
い
、
と
も
に
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に

なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －
■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・1490）

初
め
て
訪
れ
た
黒
木
町
の
印
象
は
？

言
葉
も
文
化
も
違
う
異
国
で
暮
ら
す
と

な
る
と
不
安
も
大
き
か
っ
た
の
で
は
？

地
域
の
人
た
ち
と
は
ど
の
よ
う
に
交
流

し
て
い
か
れ
ま
し
た
か
？

自
身
の
経
験
か
ら
、
外
国
人
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
大
切

だ
と
思
う
こ
と
は
何
で
す
か
？

　アメリカ・カリフォルニア州出
身。大学時代、福岡県の JETプ
ログラムに応募し小・中学校の英
語指導助手として2002年に黒木
町へ。結婚後、自宅で英会話教
室を開く。現在は教室の合間に、
公民館講座や保育園で英語講師
など幅広く活動を行っている。今
年度から矢部清流学園の英会話
教室にも携わっている。

【黒木町の好きなところ】
誰とでも気軽にあいさつし、地域ぐ
るみで子どもを見守り育てる近所
付き合いを大切にしているところ

R
ラ ク マ ン
afman A

ア ク バ ー
kbarさん

八女市黒木町在住

　
現
在
、
ア
ク
バ
ー
さ
ん
は
、
英
会

話
教
室
で
年
齢
問
わ
ず
多
く
の
生

徒
に
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
授
業

の
た
び
に
、
自
分
に
や
さ
し
く
接
し

て
く
れ
た
地
域
の
人
た
ち
の
気
遣

い
を
思
い
出
し
、
生
徒
一
人
一
人
の
、

得
意
分
野
、
苦
手
分
野
に
丁
寧
に

向
き
合
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
そ

う
で
す
。
八
女
市
で
も
、
今
後
ま

す
ま
す
外
国
人
と
地
域
で
関
わ
る

機
会
は
増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
ア
ク
バ
ー
さ
ん
の
お
話

か
ら
、
日
本
語
が
不
慣
れ
な
外
国
人

に
、
必
要
な
情
報
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

必
要
な
こ
と
や
お
互
い
に
理
解
し
、

認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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11
月
25
日
が
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
撤
廃
国
際
日
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
２
週
間
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

の
実
施
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加
害

者
・
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す

る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
は
「
性
暴
力
を
、
な
く

そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
す
。

性
犯
罪
・
性
暴
力
は
、
女
性
の
尊
厳
を

踏
み
に
じ
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

被
害
者
の
心
身
に
大
き
な
傷
を
残
し
、

そ
の
影
響
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
は
、
そ

の
こ
と
を
誰
に
も
言
え
な
か
っ
た
り
、

勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
も
周
囲
の
人

た
ち
か
ら
の
言
葉
で
さ
ら
に
傷
つ
い
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
被
害
の
申

告
や
相
談
が
し
や
す
い
よ
う
、
各
種
の

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ふ

く
お
か

（
☎
０
９
２・４
０
９・８
１
０
０
）

　

性
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
た
人
が
安
心

し
て
相
談
で
き
、
医
療
面
の
ケ
ア
な
ど

の
必
要
な
支
援
を
い
つ
で
も
迅
速
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
24
時
間
・

３
６
５
日
、
年
中
無
休
で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
匿

名
で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
「
ハ
ー
ト
さ

ん
」　
☎
♯
（
シ
ャ
ー
プ
）
８
１
０
３

　

♯
８
１
０
３
に
電
話
す
る
と
、
発
信

場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警
察
の

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
に
つ
な
が
り
ま

す
。
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
１
１
０

番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

性
暴
力
を
、な
く
そ
う

「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
と
は

「
性
暴
力
を
、
な
く
そ
う
」
を

テ
ー
マ
に

▼
望
ま
な
い
性
行
為
・
キ
ス
▼

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
（
体
操

服
で
隠
れ
る
部
分
、く
ち
び
る
）

を
触
る
こ
と
・
触
ら
せ
る
こ
と

▼
ち
か
ん
▼
盗
撮
▼
性
的
暴
力

に
よ
る
Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
▼

ポ
ル
ノ
を
見
せ
る
こ
と
・
出
演

さ
せ
る
こ
と
▼
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル

ノ
▼
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト

パープルリボンは、女性に
対する暴力根絶のシンボル
です

11
月
12
日
～
11
月
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す

こ
れ
ら
は
す
べ
て
性
暴
力
で
す

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い

やめ女性のための悩み相談電話

☎２４・９４２２
月～金曜／９時～ 17時（祝日、

12月29日～１月３日は除く）

　パートナーからのＤＶ、恋人

からのデートＤＶ、セクハラ
、

家庭のこと、仕事のこと、地域

のこと…女性のいろいろな悩み

に、専門の女性相談員が対応し

ます。匿名でも相談できます。

福岡県配偶者からの暴力
相談電話（夜間・祝日）

☎０９２・６６３・８７２４
　月～金曜17時～24時、
土日・祝日９時～24時（年
末年始を除く）

ＤＶ相談＋（プラス）
☎0120・279・889

（24時間対応）

ＤＶ相談ナビ　
☎♯（シャープ）8008
　発信地等の情報から
最寄りの相談機関の窓
口に電話が自動転送さ
れます。

ひとりで悩まず、相談してください  －女性のための相談窓口－※いずれも相談無料、秘密厳守

人
権
・
同
和
政
策
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係
（
☎
２
３
・１
３
１
４
）
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なぜ

★印の施設に初めて申し込みをする場合、当日お子さんの面接があります。

　

入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
提
出
書
類
を
受

付
期
間
内
に
第
１
希
望
の
施
設

の
受
付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
在
園
し
て
い
る
施

設
に
継
続
し
て
入
所
す
る
こ
と

を
希
望
す
る
場
合
は
、各
施
設
、

市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
支
所
に
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
表
中
★
印
の
あ
る
施

設
へ
初
め
て
申
し
込
み
を
す
る

場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
面
接
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
施
設
へ
行
か
れ
て
く
だ

さ
い
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

は
、
市
役
所
子
育
て
支
援
課
、

各
支
所
ま
た
は
各
施
設
に
準
備

し
て
い
ま
す
。

　

都
合
に
よ
り
所
定
の
日
程
で

手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、

11
月
30
日
㈪
ま
で
に
市
役
所
子

育
て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
第
１
次
選
考
の
対
象

は
11
月
30
日
㈪
ま
で
に
提
出
し

た
人
に
な
り
ま
す
。
入
所
の
決

定
は
、
受
付
先
着
順
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
①
申
請
書
類
等
一
式

②
認
印

※
詳
細
は
し
お
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◦
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

▽
八
女
市
役
所
子
育
て
支
援
課

こ
ど
も
保
育
係

(

☎
２
３・１
３
５
１)

▽
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

（
1
号
）
に
つ
い
て
は
、
直
接

施
設
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

幼
稚
園
・

幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み

開
始
に
つ
い
て

開
始
に
つ
い
て

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

手
続
き
に
必
要
な
も
の

区分 施設名 電話番号 受付会場 受付日 受付時間 

公
立

 

保
育
所

福島保育所 ★ 23・0953
各施設 11 月 2 日㈪ 

11 月 4 日㈬～ 5 日㈭ 9:00 ～ 18:30長峰保育所 ★ 22・4626
北山保育所 ★ 23・5226

私
立
保
育
所

三河保育園 22・5026
◦在園継続児
各施設または
市役所本庁 203 会議室

◦新規・転園
市役所本庁 203 会議室

11 月 2 日㈪ 
11 月 4 日㈬～ 6 日㈮

各施設＝開所時間
市役所＝ 8:30 ～
19:00

八幡保育園 22・4826
八女中央保育園 24・5254
上妻保育園 22・4426
川崎保育園 22・3213
忠見保育園 22・3060
岡山保育園 22・4726
みつとも保育園 37・1336 立花支所

（市民生活福祉係）

11 月 2 日㈪ 
11 月 4 日㈬～ 6 日㈮

11 月 2 日㈪ ･5 日㈭ ・
6 日㈮
= 8:30 ～ 17:15
 11 月 4 日㈬
= 8:30 ～ 19:00

辺春保育園　　 37・1229
黒木保育園 42・4148

黒木支所
（同上）

あゆみ保育園 42・3550
本分保育園 42・0221
木屋保育所 42・1880
矢部保育園　 47・2510 矢部支所（同上）
星野保育所星光園 52・2046 星野支所（同上）

幼稚園 福島幼稚園 22・6500

各施設

 11月2日㈪  8:00 ～ 17:00

認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 24・3412  11月2日㈪  9:00 ～ 12:00
白百合幼稚園 22・3312  11月2日㈪ 14:00 ～ 16:00
つくし幼稚園 54・2050  11月5日㈭ 14:00 ～ 17:00
ふじなみ幼稚園 42・3155  11月2日㈪  9:00 ～ 15:00

小
規
模　

保
育
施
設

洋光はうす保育園 ★ 24・8886  11月2日㈪～ 6日㈮  8:00 ～ 18:00
さくらんぼ保育園 ★ 24・5532  11月5日㈭～ 6日㈮  9:00 ～ 17:00
どんぐりの森保育園 ★ 22・3869  11月5日㈭～ 6日㈮ 10:00 ～ 18:00

　

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
」

を
下
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
新
規
・
転
園
の
申
し
込

み
の
場
合
で
希
望
す
る
人
は
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
事
前
に
施
設
を
見

学
し
て
く
だ
さ
い
。見
学
の
際
は
事
前
に
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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児
童
相
談
所
へ
の
児
童
虐
待
の

相
談
件
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
お
り
、
子
ど
も
の
命
が
失
わ
れ
る

痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
保
護
者
が
「
し
つ
け
」

と
称
し
て
暴
力
・
虐
待
を
行
い
、
死

亡
に
至
る
と
い
っ
た
重
篤
な
結
果
に

つ
な
が
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童

福
祉
法
に
お
い
て
、
体
罰
が
許
さ
れ

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
法
定
化
さ

れ
、
２
０
２
０
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
思
っ
た
通
り
に
行
動
し

て
く
れ
ず
、イ
ラ
イ
ラ
し
た
と
き
に
、

「
子
ど
も
の
し
つ
け
の
た
め
だ
か
ら

仕
方
な
い
」
と
し
て
、
体
罰
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

体
罰
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
行
動
が

変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
た

た
か
れ
た
恐
怖
心
な
ど
に
よ
っ
て
し

た
姿
で
あ
り
、
自
分
で
考
え
て
行
動

し
た
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

の
成
長
の
助
け
に
な
ら
な
い
ば
か
り

か
、
心
身
の
発
達
な
ど
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
科

学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
虐

待
や
体
罰
、
暴
言
を
受
け
た
体
験

が
ト
ラ
ウ
マ
（
心
的
外
傷
）
と
な
っ

て
、
心
身
に
ダ
メ
ー
ジ
を
引
き
起
こ

し
、そ
の
後
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長・

発
達
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
保
護
者
に
恐
怖

心
な
ど
を
抱
く
と
、
信
頼
関
係
を

築
き
に
く
く
な
る
た
め
、
必
要
な
と

き
に
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
心
配
事

を
打
ち
明
け
た
り
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
が
安
心
で
き

る
場
で
あ
る
は
ず
の
家
庭
が
、
自
分

の
居
場
所
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
な
く

な
り
、
対
人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
や
非

行
、
犯
罪
被
害
な
ど
、
別
の
大
き
な

問
題
に
発
展
し
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
は
、
気
力
・
体
力
を
使
い
、

と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
時
に
は

余
裕
が
な
く
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
子

ど
も
に
あ
た
り
た
く
な
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
育
て
の
大

変
さ
を
保
護
者
だ
け
で
抱
え
る
の
で

は
な
く
、
少
し
で
も
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
ま
ず
は
、
身
近
な
家
族
に
話

し
て
み
た
り
、
市
の
子
育
て
支
援
の

窓
口
等
に
相
談
し
た
り
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
軽

く
な
り
、
問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
見

つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
周
囲
の
親
族
や
、
子
育
て
中

の
保
護
者
に
接
す
る
人
は
、
子
育
て

中
の
保
護
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で

す
。
保
護
者
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い

よ
う
に
、
声
か
け
や
支
援
を
行
い
、

社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子
育
て
を
広
げ
よ
う 

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
法
律
が
変
わ
り
ま
し
た
！

子育て世代包括支援センター　24・8282
やめっこ未来館 相談専用電話　090・4776・3155
家庭児童相談室　　　　　　　23・1448
子育て支援課　　　　　　　　23・1351
児童相談所虐待対応ダイヤル　189（通話無料）

し
つ
け
の
た
め
だ
か
ら
と
体
罰
を

し
て
い
ま
せ
ん
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
相
談
を

▼子ども時代のつらい体験により傷つく脳

脳画像の研究により、子ども時代につらい体験をした人は、脳
にさまざまな変化を生じていることが報告されています。愛の鞭
のつもりでも、大きなダメージを与えているかもしれないのです。

　相手に自分の気持ちや考え
を受け止めてもらえたという体
験によって、子どもは、気持ち
が落ち着いたり、大切にされて
いると感じたりします。これは、
子どもも大人と同じです。
　異なる考えや意見を持っていたとしても、あなた
の考えはそうなのね、とまずは耳を傾けて、その上で、
自分は違う考えを持っていることを伝えてみるのも一
つです 。意見は異なっても、お互いの気持ちや、そ
の後のコミュニケーションに何か変化が生じるかもし
れません。 子どもに問いかけをしたり、相談したり
しながら、どうしたらよ いかを一緒に考えましょう。

子どもとの関わりの工夫子育てに関する相談窓口

体罰等によらない
子育てのために

詳しくはこ
ちらをご覧
ください。

子どもの気持ちや考えに耳を傾けましょう

厳しい体罰で、
前頭前野が
萎縮

暴言で
聴覚野が
変形
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まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

人や地域とつながるバス停がオープン

収穫！みんなで育てたガッツ米

　樋口農園の樋口さんとともに、長峰小学校 5 年生（78 人）が食育授業
の一環として栽培している「ガッツ米（品種：ゆめつくし）」の収穫が、9
月28日㈪に行われました。稲刈りの説明や機械の実演の後、八女農業高
校の協力のもと、手作業で稲を刈っていきました。子どもたちは、刈り取っ
た稲穂を落とさないように気をつけながら、夢中で稲を運んでいました。

「いっぱい収穫できて楽しかった」「早く販売したい」との声が聞かれました。

　10 月11日㈰、西鉄バス久留米
㈱が建設した八女市交流施設内に、
人や地域とのつながりを生み出すこ
とをコンセプトとした関係人口創出
拠点「つながるバス停」がオープン
しました。当日は開所式が行われ、
三田村市長は「まちの風景に馴染む
施設となり嬉しい。人口減少や過疎
化などが課題となるなか、この施設
を通して地域振興や移住定住の促
進につながることを期待している」
とあいさつ。八女杉を利用した施設
内には、八女市ゆかりの作家たちの
書籍などが陳列されており閲覧する
ことが可能です。また、同日に正式
運用となったコミュニティ通貨「ま
ちのコイン」を利用して、八女茶の
ボトリングやオリジナルの栞を手に
入れることもできます。

関係人口創出拠点「つながるバス停」
◦場所＝八女市本村 379 番地1　◦営業時間＝平日7 時～19 時

練習する弥隼さん
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全国で活躍！兄弟でBMX（表紙より）

良成親王を偲び大杣公園祭

音楽祭で楽しいひととき

　9 月19日㈯から21日㈷にかけて岡山県で開催された
第4回全日本BMXフリースタイル・パーク選手権大会に、
松本翔海さん（八幡小 5 年）と弥隼さん（八幡小 3 年）
兄弟が出場しました。男子10 ～12 歳クラスで翔海さん
が優勝、男子 7 歳～ 9 歳
クラスでは弥隼さんが 4
位に輝きました。三田村市
長は、9 月28日㈪に市役
所を訪れた 2 人へ「今後
も活躍を楽しみにしていま
す」とエールを送りました。

　後征西将軍良成親王の命日となる10 月８日㈭、御墓のある矢
部村で「大杣公園祭」が行われました。良成親王は後村上天皇の
皇子で、叔父の懐良親王とともに南朝再興のために九州各地で戦
いましたが、南朝再興かなわず元中 9（1392）年矢部の地で亡く
なりました。今年は新型コロナウイルス対策のために規模を縮小し、
関係者のみ参列。強風のため、急きょ矢部公民館に場所を移して
の開催となりましたが、厳粛な雰囲気の中で神事が執り行われまし
た。参加者は若くして亡くなった親王を偲びました。	

　10 月11日㈰、福島八幡宮において「燈 
第二宴 八女音楽祭」が行われました。12
店舗の出店が立ち並び、さまざまな楽器を
使った演者たちが歌や演奏を披露しました。
会場は拍手や歓声が起こり、明るく楽しい
雰囲気に包まれました。感染症対策として
アルコール消毒液の設置やマスク着用の人
のみの入場制限といった措置がとられまし
た。（燈 -TOMOSHIBI- 実行委員会主催）

五條墓掌より神事が執り行われました

唄って踊って味わう八女茶山
　九州大学ソーシャルアートラボとの連携による山村塾主催の

「八女茶山おどり」の催しが、9 月21日㈷、笠原東交流センター
「えがおの森」で行われました。当地で唄い継がれる「八女茶
山唄」の農村文化や茶文化を見直し、魅力ある地域づくりを
目的とした企画で、都市部からもあわせて 20 人ほどが参加。
民俗芸能の伝承に取り組む武田力さん（横浜市）の指導によ
り、親しみある現代的な振り付けにアレンジされました。身振
りを体得して、最後は茶山唄との合同による披露となりました。
八女市観光大使・馬場美雅さんの指導により、棚田を背景に
茶山唄がこだまするなか、八女茶山おどりとのコラボレーショ
ンが実現しました。日本茶インストラクター松尾みずきさんに

よる、お茶の
正しい入れ方
の実演もあり、
おいしい八女
茶をいただき
ながら、稲穂
の垂れる笠原
で秋の到来を
味わいました。

練習する弥隼さん
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【岩戸山古墳型キーホル
ダー作り】
自分の手で縫って作る本
革製キーホルダーです。
◦日時＝11月23日㈷ 10
時～ 12 時◦対象＝どな
たでも（小学３年生以下
は保護者同伴）◦定員＝
20 人◦参加費＝ 500 円

３人の写真愛好家が撮影したさ
まざまな写真。形式にとらわれ
ない、自由で斬新な表現の作品
を展示します。写真をみて過去
から現代までの無限の広がりを
体感してみませんか。
◦開催期間＝１1月21日㈯～ 11
月 29 日㈰ 9 時～ 17 時※最終
日は 16 時まで◦会場＝岩戸山
歴史文化交流館「いわいの郷」
イベントホール◦入館料＝無料

今回の展覧会では八女市民の皆さんが所蔵す
る作品を中心に紹介します。展示作品には、
日本近代洋画の巨匠 岡田三郎助の名画「婦人
像」をはじめ、野口彌太郎、藤田吉香など、
多くの名画を所蔵者の協力を得て公開するこ
とができました。名画と所蔵者の出会いをエ
ピローグとして紹介しています。　
また、今回平井房人（八女市出身）作品も初
公開！画家から漫画家の道を選んだ平井独自
の世界観をお楽しみください。入館無料。

〔特別展示〕
五木寛之 「百寺巡礼」を巡る旅
五木さんが選んだ全国の古刹の佇まいを紹介し
ます。

〔問い合わせ〕
八女市田崎廣助美術館（☎２４・８３０４）
文化振興課文化係（☎２３・１９８２）

【作品展示画家】
井上三綱 / 井上自助 / 今里龍生 / 岡田三郎助 / 倉
員辰雄 / 古賀兼吉 / 木庭密樹 / 坂本善三 / 田崎廣
助 / 田中春弥 / 野口彌太郎 / 平井光典 / 平井房人 /
平野遼/藤田吉香/三角嘉寿男/森本草介（50音順）

令和2年11.21〔土〕～12.20〔日〕
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
月曜日休館（祝日の場合は翌日）

八女市田崎廣助美術館
八女市立花町原島108-1（☎２４・８３０４）

八女市田崎廣助美術館 特別企画展開催
「わたしの この画家 この作品」

日
本
近
代
洋
画
の
巨
匠

岡
田
三
郎
助
の
隠
れ
た
名
画
、
登
場
。

特
別
展
示
　
⃝
五
木
寛
之
「
百
寺
巡
礼
」を
巡
る
旅

⃝

平
井
房
人 

屏
風
初
公
開

岡田三郎助《婦人像》1933 年

【はにわづくり】
はにわ粘土でオリジナル
のはにわを作ってみよう。
◦日時＝11月３日㈷ 10 時
～ 12 時◦対象＝どなたで
も（小学 3 年生以下は保
護者同伴）◦定員＝ 20
人◦参加費＝ 300 円

【土器づくり】
オーブン粘土で自分だけ
の土器を作ってみよう。
◦日時＝11 月３日㈷ 14
時～ 16 時◦対象＝どな
たでも（小学３年生以下
は保護者同伴）◦定員＝
20 人◦参加費＝ 300 円

【親子ちょうちんづくり】
八女の伝統に挑戦してみ
ませんか。
◦日時＝11月22日㈰ 10
時～ 12 時◦対象＝小学
生とその保護者◦定員＝
10 組◦参加費＝ 500 円

「３人写真展」
八女市

岩戸山歴史
文化交流館

「いわいの郷」

◦問い合わせ＝八女市岩戸山
歴史文化交流館「いわいの郷」

（☎ 24・3200 ／O24・3210）

開
館
５
周
年
記
念
事
業 

秋
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

イ
ベ
ン
ト

八
女
市
田
崎
廣
助
美
術
館
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八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
ご
来
訪
の
際
は
マ
ス
ク

を
着
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
場

制
限
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈰
８
時
、
兼

松
梅
の
里
団
地
集
合
※
２
時
間

◦
コ
ー
ス
＝
遠
久
谷
方
面

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

お
知知

ら
せ

　

実
施
し
て
い
な
い
診
療
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◦
実
施
期
間
＝
11
月
７
日
㈯
～

11
月
13
日
㈮

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
会
員
診
療
所

◦
内
容
＝
無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ

素
塗
布 

※
要
予
約

◦
問
い
合
わ
せ
＝
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
ま
た
は
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

　

秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
、
幾
種

類
も
の
ギ
タ
ー
が
織
り
な
す
、
県

内
唯
一
の
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
21
日
㈯
18
時
30

分◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
入
場
料
＝
千
円

◦
曲
目
＝
レ
ッ
ト
イ
ッ
ト
ビ
ー
、

津
軽
海
峡
冬
景
色
、
剣
の
舞
、

悲
愴
、
ほ
か

◦
客
演
＝
ピ
ア
リ
ン
バ(

山
ノ
内 

貴
一
郎
＆
久
米
歩)

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　
「
生
き
る
、
つ
な
げ
る
、
支
え

合
う
～
持
続
可
能
な
世
界
へ
～
」

を
全
体
テ
ー
マ
と
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
さ
れ
ま
す
。
開
催
期
間

中
に
「
あ
す
ば
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

で
「
あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
特
設
サ
イ
ト
」
を
閲

覧
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
28
日
㈯
13
時
～

※
前
日
祭
11
月
27
日
㈮

◦
基
調
講
演
＝
「
国
際
的
な
視
点

で
女
性
と
健
康
を
考
え
る
」

◦
講
師
＝
黒
崎
伸
子
さ
ん
（
外
科

医
・
国
境
な
き
医
師
団
日
本
元

会
長
・
日
本
Ｂ
Ｐ
Ｗ
連
合
会
広
報

委
員
長
）

◦
前
日
祭
＝
ト
ー
ク
＆
ピ
ア
ノ
演

奏
「
ラ
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
～
挑
戦
は

い
つ
か
ら
で
も
で
き
る
～
」

※
そ
の
他
、
講
演
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
県
民

企
画
事
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
さ

れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る
（
☎

０
９
２
・
５
８
４
・
１
２
６
１

／
Shttps://w

w
w.asubaru.

or.jp

）

　

日
頃
よ
り
、
私
た
ち
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
「
飛
形
山
」
を
き
れ
い
に

し
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
軽
食
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
作
業
し
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
12
月
６
日
㈰
９
時
30

分
～

◦
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

◦
内
容
＝
公
園
内
の
下
草
取
り
・

ご
み
拾
い
・
樹
木
へ
の
肥
料
散
布

◦
募
集
締
切
＝
11
月
20
日
㈮

◦
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・

の
こ
ぎ
り
な
ど
（
※
お
持
ち
の
人

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
）。

◦
申
込
＝
立
花
支

所
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
☎
２
３
・

５
１
４
３
）

「
い
い
な
、い
い
歯
」
週
間
、
無

料
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内

合
奏
団
第
49
回
定
期
演
奏
会

飛
形
山
愛
樹
祭
参
加
者
募
集

◦期日＝ 11 月 29 日㈰
◦受付時間＝ 9 時 30 分～ 45 分、10 時スタート
◦場所＝くつろぎの森グリーンピア八女
◦参加料＝ 1,000 円（弁当、お茶、保険込み）
◦定員＝先着 30 人
◦参加資格＝健康に自信のある八女市在住の人
◦募集締切＝ 11 月16 日㈪
◦内容＝森の案内人と一緒に森林セラピーロード
の第２ロード～第３ロードを歩きます。山中池に
浮かぶ不思議な小島がかわいい「泉と小島への
散歩道」～水面に広がる緑と紅葉のコントラスト
が美しい「熊笹と湖の小道」を楽しみながら、心
と身体のリフレッシュをしましょう！（※歩く距離
は約 6㎞。グリーンピア八女への戻りは 12 時頃
を予定しています）
◦申込・問い合わせ＝黒木支所まちづくり推進係

（☎ 42・1112）

も
よ
お
し

も
よ
お
し

紅葉美しい晩秋の小路を歩きませんか
令和 2 年度「セラピーウォーク」

申し込みフォーム
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職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
に
関
す
る

人
権
問
題
を
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
は
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
11
月
12
日
㈭
～
18
日
㈬

▽
平
日  

８
時
30
分
～
19
時

▽
土
日  

10
時
～
17
時

◦
相
談
電
話
＝
☎
０
５
７
０
・
０

７
０
・
８
１
０
（
全
国
共
通
）

※
強
化
週
間
以
外
で
も
、
女
性

の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を

◦
募
集
内
容
＝
▽
福
岡
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
▽
福
岡
県
サ
イ
ク

リ
ス
ト
に
優
し
い
宿

◦
応
募
対
象
＝
観
光
関
連
事
業

者
や
宿
泊
施
設
事
業
者

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
観
光
政

策
課
観
光
地
域
づ
く
り
係
（
☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
４
４
６
）

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

　

昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た
「
人

生
１
０
０
年
教
室
」
を
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
ラ
ジ
オ
放
送
で
開
催
し

ま
す
。
年
を
重
ね
て
も
健
康
で
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
介
護
予

防
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦
放
送
期
間
・
時
間
＝
11
月
5

日
～
３
月
28
日
、
毎
週
木
曜
日
・

日
曜
日
の
15
時
～
15
時
30
分

◦
内
容
＝
▽
保
険
料
と
健
康
と

暮
ら
し
の
関
係
に
つ
い
て
▽
高
血

圧
・
糖
尿
病
・
認
知
症
と
は
？
▽

フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
に
つ
い

て
な
ど
※
簡
単
な
運
動
も
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
楽

し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎

月
テ
ー
マ
を
決
め
、
同
じ
内
容
を

１
か
月
間
放
送
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
地

域
包
括
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
２

０
３
）

　

八
女
市
働
く
女
性
の
家
就
業

支
援
講
座
の
追
加
募
集
。
社
会

に
出
て
か
ら
は
な
か
な
か
聞
き
づ

ら
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
あ
れ

こ
れ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◦
対
象
＝
一
般

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈫
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
定
員
＝
16
人
（
託
児
４
人
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◦
締
切
＝
11
月
６
日
㈮
13
時

◦
場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

八
女
市
働
く
女
性
の
家
・
立
花

公
民
館
（
☎
３
７
・
１
５
２
２
）

　

市
内
９
か
所
の
学
童
保
育
所

の
ア
ル
バ
イ
ト
支
援
員
を
募
集
し

ま
す
。

◦
応
募
資
格
＝
高
卒
以
上
～
65
歳

◦
募
集
人
員
＝
各
学
童
若
干
名

◦
申
込
＝
社
会
福
祉
法
人
寿
福

祉
会
（
☎
２
４
・
５
３
１
１
）

　

福
岡
県
で
は
、
県
内
の
自
転

車
観
光（
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

の
促
進
を
図
る
た
め
、「
福
岡
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の

登
録
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
登
録
に
あ
た
っ
て
の
補
助
金

助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分
ま

で
（
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電
話

対
応
）
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・７
３
９
・

４
１
５
１
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
等
を
対

象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し

た
就
業
支
援
や
養
育
費
相
談
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
支
援
を

希
望
す
る
人
は
、
ま
ず
は
お
電
話

く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
応
援
す
る

事
業
者

今
さ
ら
聞
け
な
い
「
お
仕
事

マ
ナ
ー
」
の
キ
ホ
ン
講
座

相
　
談

相
　
談

学
童
保
育
所
支
援
員

Ｆ
Ｍ
八
女
ラ
ジ
オ
講
座
「
人
生

１
０
０
年
い
き
い
き
ラ
イ
フ
講
座
」

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

募
　
集

募
　
集

第 67 回八女市成人式は
YouTube でライブ配信します

　八女市成人式を次のとおり開催します。八女市に住民
登録がある対象者には、11月下旬までに案内状をお届け
します。もし案内状が届かない場合は、社会教育課にご
連絡ください。なお、八女市に住民登録がない人でも成
人式に参加できますので、社会教育課にご連絡ください。
　今年度の成人式は、新型コ
ロナウイルス感染予防のため、
中学校区ごとに午前と午後に
分散して開催します。また、
ご家族や友人等のおりなす八
女への入館はご遠慮いただき
ますが、YouTube で式典の様
子をライブ配信する予定です
のでぜひご覧ください。
◦日時＝令和３年１月10日㈰

【午前の部】10 時 30 分から
〈対象校区〉福島、南、見崎、西中学校
【午後の部】13 時 30 分から
〈対象校区〉黒木、筑南、立花、上陽北汭学園、矢部、星野、
私立・県立学校等
※記念写真は午前、午後とも中学校区ごとに撮影します。
◦会場＝おりなす八女　ハーモニーホール
◦対象者＝平成12 年 4 月2日～平成13 年 4 月1日生まれ
◦問い合わせ＝社会教育課（☎２３・１３１８）

１
10
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【
養
育
電
話
相
談
】

　

離
婚
協
議
中
の
人
も
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
弁

護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン
（
１
時
間

無
料
相
談
券
）
を
発
行
し
ま
す
。

【
無
料
弁
護
士
相
談
】

　

来
所
相
談
、
先
着
順
各
４
人

◦
日
時
＝
▽
11
月
4
日
㈬
13
時

～
15
時
▽
11
月
11
日
・
11
月
25

日
㈬
18
時
30
分
～
20
時
30
分
▽

12
月
2
日
㈬
13
時
～
15
時

【
講
習
会
《
秘
書
検
定
３
級
》】

◦
期
間
＝
12
月
8
日
～
１
月
26

日
間
の
火
曜
・
金
曜
の
10
日
間

9
時
30
分
～
12
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）
☎
０
９
２・

５
８
４
・
３
９
３
１
、
月
～
金
曜

の
９
時
～
17
時
、
毎
週
土
曜
と

第
１
・
第
３
日
曜
９
時
～
16
時

　

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」（
事
前
登
録
必
要
）
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
12
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
21

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

11
月
５
日
㈭
、
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）

を
用
い
た
緊
急
地
震
速
報
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。八
女
市
で
は
、

こ
の
訓
練
の
た
め
、午
前
10
時
頃
、

防
災
ラ
ジ
オ
自
動
起
動
に
よ
り
、

大
音
量
で
訓
練
放
送
が
流
れ
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
※

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波

や
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情

報
を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を

通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課
生

活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１
４
６
）

　

八
女
市
指
定
鍼
灸
院
で
の
は

り
・
き
ゅ
う
治
療
で
は
、
１
回
に

つ
き
１
０
０
０
円
を
助
成
し
ま

す
。
※
た
だ
し
、
一
人
に
つ
き
１

か
月
７
回
ま
で
。

◦
対
象
と
な
る
人
＝
▽
八
女
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

▽
八
女
市
内
に
お
住
ま
い
で
後
期

高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
人

◦
助
成
の
受
け
方
＝
被
保
険
者

証
お
よ
び
印
鑑
を
八
女
市
指
定

鍼
灸
院
に
直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
各
鍼
灸
院

▽
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険

係
（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

▽
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

　

は
か
り
、
お
も
り
、
分
銅
な
ど

の
計
量
器
は
２
年
に
１
回
、
計
量

法
に
基
づ
い
た
定
期
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
検
査
を
受
け
て
い
な
い
計
量

器
は
取
引
や
証
明
に
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
庭
用
の
計

量
器
も
取
引
や
証
明
に
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
適
正
な
計
量
器
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
ご
来
訪
の
際
は
マ
ス
ク
を
着

用
く
だ
さ
い
。

◦
日
程
・
会
場
＝
※
当
初
は
５
月

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
11
月

開
催
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
矢
部
】
11
月
16
日
㈪ 

矢
部
体

育
館

【
星
野
】
11
月
17
日
㈫ 

星
野
行

政
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
八
女
】
11
月
18
日
㈬
・
11
月
19

日
㈭
・
11
月
20
日
㈮ 

お
り
な
す

八
女

【
上
陽
】
11
月
24
日
㈫ 

農
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー

【
立
花
】
11
月
25
日
㈬
・
11
月
26

日
㈭ 

立
花
体
育
館

【
黒
木
】
11
月
27
日
㈮
・
11
月
30

日
㈪ 

黒
木
体
育
館

◦
受
付
時
間
＝
10
時
～
12
時
、

13
時
～
15
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
一
般
社
団
法

人
福
岡
県
計
量
協
会（
☎
０
９
２・

９
３
９
・
２
９
４
５
）
▽
商
工
振

興
課
（
☎
２
３
・
１
１
８
９
）

特
定
計
量
器
定
期
検
査

は
り
・
き
ゅ
う
治
療
の
助
成

に
つ
い
て

一
　
般

一
　
般

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

緊
急
地
震
速
報
訓
練

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
予定していた結婚式を延期・中止された皆さ
ん、結婚を予定している皆さん、福島八幡宮
で結婚式をあげませんか。衣装は、貸し出し
の十二単衣と束帯姿、またはご自分の着物な
ど、自分スタイルの衣装が可能です。
◦期日＝令和 3 年 2 月14 日㈰から令和 3 年
3 月14 日㈰までの毎週土曜日・日曜日（2 月
21日㈰は除く）。
※先着順で受け付けます。ただし、2 月 28
日㈰のみ抽選。
◦会場＝福島八幡宮（宮野町）
◦費用＝玉串料３万円
◦申込締切＝令和 2 年 11 月 30 日㈪
◦申込・問い合わせ＝まつり事務局
　（観光振興課）☎２３・１１９２

「雛の里・八女ぼんぼりまつり」
福島八幡宮での結婚式カップル募集

コロナに負けない！福島八幡宮で
素敵な神社婚をしてみませんか
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令
和
３
年
3
月
末
ま
で
県
に

よ
る
矢
部
川
（
北
山
地
区
）
放

水
路
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
工
事

に
伴
い
、
千
間
土
居
公
園
上
流
駐

車
場
周
辺
を
閉
鎖
し
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
、
中
流
・
下
流
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
八
女
県
土
整

備
事
務
所
河
川
砂
防
課
河
川
係

（
☎
２
２
・
６
９
８
９
）
▽
立
花

支
所
建
設
産
業
係
（
☎
２
３
・
４

９
４
０
）

　　

近
年
、
筑
後
地
域
で
は
、
重

油
な
ど
の
油
が
河
川
や
水
路
へ
流

出
す
る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
農

業
用
施
設
な
ど
で
油
類
の
利
用

が
増
え
る
た
め
、
事
故
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
油
が
川
や

水
路
へ
流
出
す
る
と
、
周
辺
の
環

境
や
生
態
系
に
悪
影
響
を
与
え

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
上
水
道
の

取
水
停
止
や
農
業
・
漁
業
被
害

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
油
流
出
事
故
の
原
因

者
は
高
額
な
処
理
費
用
（
数
百

万
円
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
を
負

担
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
莫
大
な

額
の
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
油
流
出
事
故
を
防
止
す
る
に

は
】

　

油
流
出
事
故
の
多
く
は
、
設

備
の
点
検
、
維
持
管
理
の
不
備

や
操
作
ミ
ス
が
原
因
で
す
。
タ
ン

ク
配
管
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
普

段
か
ら
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
油
類
の
使
用
時
や
タ
ン
ク
へ

の
補
給
時
は
、
特
に
注
意
し
て
作

業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所 

環
境
指

導
課
（
☎
２
２
・
６
９
６
４
／
O

２
３
・
７
４
２
４
）

　

警
察
で
は
、
11
月
中
に
指
名

手
配
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。「
指

名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た
」
と
い
っ
た
、
ど
ん

な
わ
ず
か
な
情
報
で
も
結
構
で

す
。
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察
署
刑

事
課
（
☎
２
２
・
５
１
１
０
、
内

線
３
３
１
）

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
を
！ 

八
女
消
防
本
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

油
流
出
事
故
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
！

火災出火件数  1件 （18件）
救急出動件数 229件 （2,027件）
救急搬送人数 219人 （1,959人）

人身事故発生件数 24件 （200件）
傷　　者 40人 （260人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,064 (-42）
男 29,326  (-18)
女 32,738  (-24)

世帯数 25,075  (+19)
　※（　）内は前月比

出生 30 人 死亡 81 人
転入 136 人 転出 127 人

▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月30日現在）

▼ 9 月の異動

納期限・口座振替日は11月30日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（5 期）
◦後期高齢者医療保険料（5 期）
◦介護保険料（5 期）
◦住宅使用料（11 月）
◦保育料（11 月）

11月に
納める
もの

【筑後の無料アニソンイベント
- おたふり !!】◦日時＝ 11/1 ㈰
10:00 ～ 17:30 ◦場所＝筑後広
域公園◦問＝筑後市観光協会

（☎ 0942・53・4229）
【筑後七国卑弥呼の火祭り】
◦日時＝ 11/21 ㈯ 10:00 ～
20:00 ◦場所・問＝九州芸文館

（☎ 0942・52・6435）

【道の駅おおき 秋の実り収穫祭】◦
日時＝11/8 ㈰ 10:00 ～16:00◦場
所＝道の駅おおき◦問＝ WAKKA

（☎ 0944・78・2472）

大木町

ご
家
庭
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
点
検
し
ま
し
ょ
う

秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施

　

ご
家
庭
に
設
置
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
正
常
に
作
動
し

ま
す
か
。
長
年
経
過
す
る
と
、

電
池
が
切
れ
て
い
た
り
故
障
し

て
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
定
期
的
に
本
体
の
ボ
タ
ン

を
押
す
、
ひ
も
を
引
い
て
音
声

を
確
認
す
る
な
ど
点
検
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
※
設
置
し
て
か
ら

10
年
経
過
し
た
も
の
は
、
機
器

本
体
の
交
換
が
必
要
で
す
。

　

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日

ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
季
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

11
月
に
な
り
、
朝
夕
の
冷
え
込

み
も
一
層
増
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
ま
す
。
火
の
元
、
火
の
取

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

献血にご協力ください
　八女市献血推進協議会
　（☎23・0294）

【場所】ふじの里
【日時】11月20日㈮
 10時～ 12時30分
 13時30分～ 15時30分

健康ポイント事業

※献血は八女市健康ポイント対象事業です

矢
部
川（
北
山
地
区
）放
水
路

工
事
に
伴
い
千
間
土
居
公
園

上
流
駐
車
場
を
閉
鎖
し
ま
す
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無料法律相談
◦11月19日㈭ 、12 月3日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
�◦11 月13 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦11月 20 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦11 月 27 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦11 月 20 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦11月20日㈮ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦11月6日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1224）
◦11月5日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月18日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月2日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦11月10日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦11月20日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月13日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦11月4日㈬・18日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月18日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦11月11日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦11月25日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦11月17日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所

◦11月13日㈮・17日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月26日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
日本政策金融公庫相談会（毎月第1金曜日）
◦11月6日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
働き方改革個別相談会（毎月第1金曜日）
◦11月6日㈮10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦11月9日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会（毎月第3月曜日）
◦11月16日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八
女商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦��平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（人権・同和政策・男女共同参画推進課）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦�平日 9:00～17:00※予約（☎23・1314）
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦�月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦�第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦�毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144

若者（15 ～ 49歳）就職相談支援
《筑後若者サポートステーション》
◦�平日10:00～17:00

《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦�月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市

消費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦11月17日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦�無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦�平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦�平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦�毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦�月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦�平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ

八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。（市内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと
同じ建物）月～金・第2土曜日9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）
② 上 陽 町 北 川内 123-1（ 地 域
福祉センター内）平日 9:00 ～
17:00 開館（☎ 24・9820）
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おたんじょうびおめでとう

誕生日おめでとう♡姉妹
仲良く、元気に育ってね！

山﨑 しいな ちゃん

R1年11月5日生（宮野）

いつも癒やしをありがとう
♡たくさん食べて遊んで、
元気いっぱい大きくなぁれ！

井手 晴
はる

悠
ひさ

 ちゃん

R1年11月13日生（黒木町本分）

髙巢 誠
まこと

 ちゃん

R1年11月21日生（祈祷院）
松鵜 天

てん

和
な

 ちゃん

R1年11月21日生（本村）

うーちゃん 1 歳おめで
とう！これからも元気に
育ってね。だいすきだよ。

姫野 詩
うた

 ちゃん

R1年11月14日生（上陽町北川内）

お誕生日おめでとう。笑
顔いっぱいの明希ちゃん
元気に育ってね。

竹村 明
あ

希
き

 ちゃん

R1年11月7日生（祈祷院）

1 歳お誕生日おめでとう
♡いつも満面の笑顔をあ
りがとう。

田中 采
こと

華
は

 ちゃん

R1年11月11日生（蒲原）

光さん！1歳おめでとう！

柿原 光
ひかる

 ちゃん

R1年11月18日生（本町）

大津 音
おと

葉
は

 ちゃん

R1年11月24日生（津江）

お誕生日おめでとう♪こ
れからも元気いっぱい健
やかに育ってね！

1歳おめでとう！ 3人の
姉兄と一緒に毎日楽しく
過ごそうね♡

祝 1歳☆蒼の笑顔が大好
きだよ♡元気いっぱい大
きくなーれ！！

小塩 時
とき

貴
たか

 ちゃん 牛島 樹
いつき

 ちゃん田代 蒼
あおい

 ちゃん

R1年11月26日生（立野） R1年11月30日生（馬場）R1年11月29日生（忠見）

お誕生日おめでとう！め
いちゃん大好きだよ♡

松尾 芽
め

依
い

 ちゃん

R1年11月20日生（馬場）

笑顔がかわいいみいちゃ
ん♡癒やしです☆元気に
大きくなってね。

井上 美
み

貴
い

 ちゃん

R1年11月12日生（忠見）

楓菜ちゃんお誕生日おめ
でとう♡産まれてきてく
れてありがとう♡

江崎 楓
か

菜
な

 ちゃん

R1年11月12日生（室岡）

お誕生日おめでとう♡よ
く笑ってよく食べて元気
に大きくなってね！

栗原 凌
りょう

 ちゃん

R1年11月21日生（矢部村北矢部）

いっくん1歳おめでとう！
みんなの宝物♡沢山の幸
せが訪れますように！！

坂本 樹
いつき

 ちゃん

R1年11月21日生（蒲原）

お誕生日おめでとう！これか
らもお兄ちゃんたちと仲良
く元気に大きくなってね♡

佐藤 亜
あ

優
ゆ

 ちゃん

R1年11月12日生（酒井田）

おたんじょう日おめでと
う☆お兄ちゃんと仲よく
おおきくなーれ♡

いつもみんなを和ませて
くれる天ちゃん！これか
らもよろしくね。

お誕生日おめでとう♡お
姉ちゃんと一緒にたくさ
ん笑って大きくなあれ♡

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。◦申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

▽
10
月
17
日
、八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

開
館
５
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
を

縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
１
５
０
０
年
前
に
磐
井

と
戦
っ
た
継
体
大
王
が
眠
る
「
今
城
塚
古
墳
」
が
所
在
し
、
包
括

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
大
阪
府
高
槻
市
の
濱
田
剛
史
市
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
に
ご
出
席
い
た
だ
く
中
、
企
画
し
た
基
調

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
磐
井
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
催
し
と

な
り
ま
し
た
。
▽
本
施
設
が
無
事
に
５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
来
館
者
は
も
と
よ
り
「
八
女
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ク
ラ
ブ
」
や
「
岩
戸
山
及
び
乗
場
古
墳
を
守
る
会
」
な
ど
、
多

く
の
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
▽
合
併
し
て
10
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
岩

戸
山
古
墳
を
中
心
と
す
る
古
墳
文
化
や
仏
壇
・
提
灯
に
代
表
さ

れ
る
伝
統
工
芸
に
加
え
、
新
た
に
奥
八
女
に
伝
わ
る
南
北
朝
時
代

の
歴
史
文
化
が
加
わ
り
、
文
化
の
幅
が
よ
り
一
層
広
が
り
ま
し
た
。

▽
近
年
、
地
域
や
人
の
心
に
と
っ
て
「
歴
史
」
と
い
う
も
の
が
持

つ
重
要
性
、
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重

な
歴
史
遺
産
を
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
い
、
将
来
に
夢
を
持
て
る
魅
力

あ
る
地
域
を
創
造
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
い

わ
い
の
郷
」
が
、
八
女
市
の
歴
史
文

化
と
交
流
を
融
合
し
、
伝
統
を
生
か

し
た
活
気
あ
ふ
れ
る
施
設
と
し
て
、

皆
さ
ま
に
末
永
く
愛
さ
れ
続
け
る
よ

う
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
提
案

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

いわいの郷開館
5周年記念式典
（合併10周年記念事業）

市市長長ココララムム72

シンポジウムにて

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
間
近
で
見
た
Ｂ
Ｍ
Ⅹ
の
ト

リ
ッ
ク
の
数
々
と
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
が

楽
し
み
で
す
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
関

係
人
口
創
出
拠
点
「
つ
な
が
る

バ
ス
停
」
は
、
八
女
杉
や
八
女

茶
の
香
り
が
広
が
る
居
心
地
の

よ
い
空
間
で
し
た
。（
Y
・
Y
）

▼
今
年
は
祭
り
等
が
自
粛
さ

れ
、静
か
で
寂
し
い
秋
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
は
、き
っ
と
に
ぎ
や

か
で
楽
し
い
秋
と
な
り
ま
す
よ

う
に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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